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5 万分の 1 地質図幅

説明書
札内川上流ゆII路一第 57 号)

北格道立地下資源調査所

北海道技師 酒 匂純俊

同 嘱託木崎甲子郎

同 技師松下勝秀

同 嘱託中 日i 亮

はしがき

この図幅は，昭和 33 年から同 35 年にかけて行なった野外調査の結果をとりまとめたも

のである。閃幅作成にあたっては西匂が主として日高側の地域の調査と全般的なとりま

とめを行ない，木l崎がおもに片麻岩類とミクマタイト類、の調査ととりまとめを分担し，松

下と中添が東側の不変成帯を分担したっ

この図幅地域は，中部日高山脈の脊伎を含むところで，とくに奥深いl験l;f1な山岳地帯で

あり，資源的にも，これまでとく l こ i主目されたものがなかったことから，野外調査は遅れ

がちであったのしかしここは，日高帯の中核となっている日高変成市を含む地域で，と

くにミグマタイト類がし、ちじるしく発達ーしている地域で， 日高変成帯におけるミグマタイ

トのひとつの中心となっているなど，地質学的に重要な多くの問題を含むところである勺

この図幅の野外調査は，地理的な悪条件のために，かなり困難をともなったが，多くの方

々の献身的な協力によって遂行されたn また，図幅の作成には，日高研究グループの方々

の指導と討論によるところが大きいのとくに，北海道大学理学部地質学鉱物学教室金山昔

祐氏には，野外調査のほか室内研究においても，多くの援助をうけている。なお，中札内

村役場と帯広営林局の方々から，いろいろの御配慮をいただいたっこれらの方々に，厚く

感謝の意を表するの

I 位置および交通

この凶幅は，北緯 42°30'.-42°40'，東経 142°45'.-143°0'の範聞を占める地域であるつこ

の地域は，中部日高山脈の十勝側と日高側にまたがるところで，行政的には，図幅北東隅
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の岩内川流域が帯広市に，札内川流域が中札内村に，ヤオロマップ川流域が大樹町に，そ

して日高側の全部が静内町に，それぞれ含まれる。

この地域は，すべてが山岳地帯であるため，村落はまったくみられない。したがって，

道路もほとんど発達しておらず，わずかに札内川とヤオロマップ川にそって造材道路が建

設中であり，それぞれに，小規模の事業所があるにすぎない。

II 地形

第 1 図 10 の沢源頭の圏谷地形

リJ1 1源流にみられるものだけ

は，市斜面にある。これらの|雪

谷の多くのものは，二重水蝕地

形をしめしており，新 I l:-j二つの

l笥谷壁と，それぞれに対応する

氷錐石が認、められる。とくに，

札内川 10 ノ沢源頭の圏谷にそ

この図幅の山地は，図幅の西方に日高山脈の脊稜が NNW-SSE の方向にはしり， w

れから東西に支脈をはり出す形をとっている。脊稜は，北よりカムイエクウチカウシ山

(1 ,979m) , 1 ,823m 峰，ユイカクシュサツナイ岳 (1 ， 721 m)，ヤオロマップ岳(1， 795m) ，

ルベツネ山(1， 727 m) などをつらねるもので，標高ほぼ 1 ， 700 m の稜線を構成している。

斜面は急峻で，険阻なやせ屋根をつくり，山脈はし、わゆる壮年期の地形を呈している。東

西に派生する支脈にも，ピラトコミ山 (1 ， 587 m)，ポンヤオロマップ岳 (1 ， 405 m) などが

ーあり，標高 1 ， 300 m 以上の山稜となっているものが多く，東西に次第に高度を下げ、，図幅

の東端部になって，標高 600m ていどになっている。この支脈の山脊には，ゆるい傾斜を

*しめす部分があり，山麓階の残片と考えられている。

脊稜ぞいには，いくつかの間谷地形がみられる。とくに，カムイエクウチカウシ山より

北方に多く，また，南端部のベテガリ岳近くに三つほど並んでみられる。これらのほとん

どは，東斜面か北斜面に形成さ

れているが，カムイエクウチカ

ウシ山のコイボクシュシビチャ

半根本忠寛・佐々保雄 (1928) : 大樹図幅説明書，北海道地質調査会報告 3 号
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の典型的な形がみられる。このことから，日高山脈の氷期は， I日期のポロシリ氷期と新期

キ

のトッタベツ氷期の 2 つにわけられているつ

この地域を流れる主要な i口j 川は，十L内 JII とヤオロマップ川である《両方とも国境稜線か

ら東方に [t!] って流れるものであるが，十L内川が，広い川幅をもち，多量の川床擦を押し III

し， {口I岸段丘もあまり発達していないのに対して，ヤオロマップ川は ， m幅がわりにせま

し両側に高い河岸段丘を'JB達させており，対照的な違いをしめしているの

脊稜の西側では，コイボクシュシビチ γ リ 111 ，無名沢，およて)ごサッシピチャリ )11 が市西

方に向って流れており，下流で合して染，;R川となっているつこれらの河川は，いずれも水

量の豊富な急流で支徒の同時なところも多いさ

III t由貿概説

この地域は，不変 b文言と玄、成!守と l二大きく 2 分される(不変成，市'は， さらに，変成 r市の

東側に発達するものと両側のものとにわけられるが，東側のものが凶|隔地域の東半部一市

を占めて Jよく発注しているのに対して， I耳担 IJJ コ不変成市は，凶|隔の岡市隅にわず刀、にみら

れるにすぎない勺ぽ i隔地域の四半分のほとんどは，変成帯となっているの

この地域の不変成帯を構成する堆積岩層は，すべて日高累層群に含まれる。これは，中

の川層群の札内川層，ヤオロマップ川層，シビチャリ川層および神成層群のイドンナップ

層にわけられるゥこのうち，札内川層とヤオロマヅプ川)雷は，東側の不変成市に分布して

いるもので，全般的に砂買部にとんだ地層である勺ヤオロマソブ川層は，札内川層の上位

に整合的に発達するもので，同者ともに， NE-3W 方向の軸をもった大きな規模の摺由構

造をとっているつ

シビチャリ JII) 吾とイドンナップ層は，珂側の不変成帯を構成しているもので，シビチャ

リ川層が，東側のものに苦い岩椙をしめしているのに対して，イドンナップ層は，チャー

トや石灰岩などを含む変化にとんだ地層となっている勺両者の間は，不整合の関係にある

ものと推察されているづしかしシビチ γ1) 川層と東側の堆積岩層との関係は明らかでな

い。西側の不変成帝は， NNW-SSE 方向の軸をもった摺曲構造をとっており，東側の不

変成帯の構造と対照的な!日違をしめしているウ

この地域の変成'市は，日高変成惜のほかの地域と同じように，さまざまな岩石種がいち

じるしい情状配列をしているのが特徴である η とくに，この凶|隔では，変成帯の東縁部か

本橋本誠二・熊野純男(1 955) : 北部日!日i 山脈の氷触地形，地質雑， Vol.61 , No.716.
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地質総括表

時代 l 地

第

四

来己

先

白

層名|岩相 l 備 考

1 1 現河床堆積物!礁，砂，粘土 l

畑 一一一一一一一一一一一一一一一

世 1 崖錐堆積物 i 礁，砂 |

洪 l 氷期堆王切ヤー一地形の一一
積 |…一一一~\、一一一一一 一一!

世 l 河岸段丘岸積物(礁，砂，粘土 i

!神威 i 砂岩，粘板岩 !\変成帯の形成! ! 守 ップ層 iγL
(層群 I '1 r- /' 7"" ~ 7 )I§'挟チャート i¥
Ili=l1lT I "JA / T ¥ 変成岩類

.....-----. -.-1 .II ,I,L. r..---rl'---Y--= ¥ ミグマタイト類
日 シビチャリ )11 層 i 砂岩粘板岩互層 : ¥

...~ I ¥ 火成岩類の近入

1 中 i ? !粘板岩，砂岩互層
高 I 挟厚砂岩層

l 板状砂岩
の 1 ャオロマップJIl層 挟粘板岩

累

z

望

守ヲ

アTミ

層

群

)11

属

群
札内川

細一中粒砂岩

挟礁岩薄層

!粘板岩
挟礁岩

層 砂岩，粘板岩厚互層

i 粘板岩，細粒砂岩 l
葉片状互層

ら西縁部まで含まれており，日高変成帯における主要な変成岩類、やミクずマタイト類のほと

んどがあらわれており，典型的な構造をしめしているわこれは， NNW-SSE 方向の一般

走向をもったもので，東側不変成帯の構造方向と斜交している。この不連続は，黒雲母ホ

ルンヘルスと縞状黒雲母ホルンヘルスとの聞にみられ，いちじるしい勇断帯が境となって

し、る F

変成吊の主要部は，中軸部に優勢なミグマタイト類が発達し，両側に各種の片麻岩類が

配列する形をとっている。東側の片麻岩は，片状黒雲母ホルンヘルスが粗粒になったベナ

イト型の黒雲母片麻岩であるのに対して，西側のものは，科長石斑状変品黒雲母片麻岩や
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中の川層群

黒雲母角閃石片麻岩などを主体としており，かなりの相違がみられる。これらの片麻岩や

ミグマタイトは，図幅地域の北端部から南端地域にかけて，アーチ状の構造をとっており，

図l隔地域の変成帯がそのまま一つの構造単元となっている。

この片麻岩とミグマタイトからなる構造帯の両側には，幅広い角閃岩帯がつらなってい

る c ここには，いくつかの種類の角閃岩がみられるが，いずれも塩基性火成岩が変成され

たもので，西方は，西側の不変成帯と接している r その境界には，変成帯が東から西方に

向って押し上げた形のいちじるしい衝上断層が形成されている c

変成帯の北端部には，はんれい岩の岩体がみられるが，これは，幌尻岳マシーフとよば

れる，尾大な進入岩休の南端部にあたる。

IV 堆積岩類

IV.! 日高累層群

この図幅地域内に分布する日高累層群は，次のようにわけられる。

神威層群 イドンナップ層

(シ竺ーヤオロマ

札内川層

このうち，中の川層群の札内川層とヤオロマップ川層は変成帯の東側に，シビチャリ川

層とイドンナップ層は丙側に，それぞれ分布している c 中の川層群は，概して砂質部の多

い地層で，単調な岩相のものである。これに対して神威層群は，チャー卜，石灰岩，ある

いは輝緑凝灰岩などを校在する，変化の多い岩相をしめしている。これらの地層には，鍵

層になるようなものがなく，化石もまぺたく発見されていないが，岩相から，いくつかの

部層にわけることができる c

IV.I.1 札内川層

この地層は，凶幅地域内で最下底のものであると岩相によって，次の三つの部層にわけ

られる p 下位から，粘板岩・細粒砂岩葉片 ~k 互層，砂岩・粘版岩厚互層，粘板岩挟砂岩層

である c

粘板岩・細粒砂岩葉片状互層 [Snl]

この地層は，岩内川最上流部から札内川上流部にかけて広く分布しており，その延長ぱ，

ヤオロマップ川上流部にまで達しているハまた， l司幅地域の北西方， 1 ,628 ill峰附涯にも，
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かなりの広がりで分布している。

主体となる岩相は，黒色粘板岩と細粒砂岩~砂質粘板岩との葉片状互層であるっ互層の

単位は， 2~5cm 位で，砂質部から泥質部に移化する形をとっている。露頭面では，特徴

のある縞状を呈している。まれに，細粒砂岩の単層をはさむことがあるつ

この部層は，札内川から北の地域では，走向 N 30~~40oE，傾斜 60J~80コ E の層理面を

しめし，岩内川最上流部から札内川にかけては，西に傾いて大きな背料構造をとっているっ

これより南の部分では，走向が南北性にちかくなるが，やはり背斜構造の延長が推定され

るのこの部層中には徴摺曲構造が多く観察される。それらの摺曲軸も，大体 N20コ~30JE

方向をしめしている。 1 ， 628 m 峰附近のものや，ヤオロマップ川上流部のものは ， ?':'i\変質

をうけ，黒雲母ホルンヘルスになっているつ

層厚はほぼ 1 ， OOOm 以上と推定される。

砂岩・粘板岩厚互層 (Snz]

下位部層とは，砂岩が頻繁にはいってくるところでわけられる σ この部層は，岩内川上

流部と札内Jll6 の沢とに，背斜構造の両翼として分布しまたヤオロマップ川上流部には，

背斜構造の東翼として分布している。

岩相は，細粒~中粒砂岩と粘板岩との厚い互層であるう砂岩には，泥質部が葉片状には

いっているものや，塊状のものなどがあり，いずれも陥灰色~黒色をしめすものが多いっ

岩内川左股沢では，塊状砂岩のなかに，径 2~5mm の燥を含む粗粒部の薄層が観察され

るが，全般的に均質な砂岩である。粘板岩は，砂質部と葉片状互層をして挟在しており，

岩相的にも下位の部層とほとんど変らないっ

この部層の構造も，下位部層と整合的で，ほとんど変りがなく走向 N lOコ~30CE，傾斜

65ー ~ 80
0

E の走向・傾斜をしめすものが多いコ

層亭はほぼ 700m 前後と推定される。

粘板岩爽砂岩層 (Sn3]

この岩層は，札内川層の最上部の部層であるつ岩相は，黒色粘阪岩を主とし，砂岩の単

層を若干はさんでいる。砂岩は下位部層と岩質的には変らないが，粘板岩は I鬼tf~ のものが

多くなってくる。構造は下位部層とほとんど同じである勺

層厚はほぼ 500m 前後と推定される。

IV.I.2 ヤオロマップ川層

この地層は，岩内川中流部から札内川中流およびヤオロマップ川にかけて分布する砂質
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第 2 図 ヤオロマップ )11 層の砂岩(白い部分)と粘板岩

(黒い部分)の互層 (ヤオロマップJIl上流)
っているところが多いの

粘初i 'tTが葉):'iJ~にはい

では，やや多く粘恨む

をはさむようになる勺

ヤオロずヅブ)11 では，

)11 やユクルベシコベ沢

討の湾層をはさむ市11古

技黒色網粒砂計が主体

とな，，-)ているが，札内

相の卓越する地層である， ¥尼質相の多い札内川層とは，有質から It月かに区分される。本層

も次の 3 つの部層に分けられるうすなわち，下位から，湘~中粒砂日，板状砂JiJJ 粘板tJ ・

砂岩互層であるつ

細~中粒砂岩 (YmlJ

この部国は，右|付 JII 中流部，札|什川 rjl流部，ヤオロマップJ! I，ポンヤオロマップ川にか

けて広く分布している勺

右杭Iは，右|竹川では，

塊状でまれに砂質粘板

全体的に，粘版岩の徴角礁を

合んでいる部分や，石氏質の砂

質小団球を多量に含んでいる部

分があるが ， J脅準として追跡で

きるかどうかは明らかでないつ

また，一般的に節理が多く，角

ばった割れ )jをするのが特徴的

である勺

岩内川右股川と札内川の枝れ

で，喋岩の薄)善が観察された。

礁は径 1--2cm のものが多く，

5cm ていどのものも，たまには 第 3 図砂岩(ヤオロマップ層)の顕微鏡写真 x27

合まれているの礁はよく円磨された珪質細粒砂岩，珪岩などが多いっ この喋岩は 1--2 tn

一 7 -



の薄層で，連続性がないわ

この部層の構造は，札内川より jとでは，定向 N200~300E， 500~80oE 傾斜の単斜構造

であるが，南になるにしたがって，走向は南北性となり， 70° ，......80
2

E の急傾斜となる。ヤ

オロマップ川では，逆転構造をとっている部分も認められたc

層厚はほぼ 3 ， OOOm 前後と推定されるむ

板状砂岩 CYm2]

下位部層とは，粘板岩が多くなるところでわけられる。

分布は，主に[司l幅地域の東縁部にかぎられる。

岩相は，帯緑暗灰色細粒砂岩を主とし， 1~2m 毎に周期的に粘板岩の薄層をはさんでい

る。このような板状砂宕のほかに，塊状の砂岩も含まれている。この砂岩は札内川層に比

較すると，やや粗しような感じがする c また，粘板岩のはいり方も，上位になるにしたが

い，規則正しくなってくる。層厚 10m 前後の砂岩・粘板岩の薄互層部も，たまにはみら

れるの

この部層の構造は，岩内川下流部では東に傾いた単斜構造をしめすが，札内川やヤオロ

マップ川では， N30° ，......40
0

E の摺曲軸を持った向斜構造を形成している。

層厚はほぼ 2，∞Om と推定される。

粘板岩・砂岩互層 CYm3]

この部層は，閃|隔地域のヤオロマップ川下流地域から隣接する上札内凶幅地域にかけ

て，広く分布している。

岩相は，砂岩と粘板岩の 2~5cm の特徴的な薄互層である c また，帯緑暗灰色細粒砂岩

の厚層も一部にみられるの

構造は，この悶幅地域では N 30
0

E 走向で 60
0

W 傾斜の逆転構造をとっている。

層厚は 500m 以上で、ある。

IV.I.3 シピチャリ川層 CSbJ

この地層は，南方の神威岳凶幅地域に広い分布をしているが，この閃幅地域では，西南

!;隅にごくわずかみられるにすぎない。これは，西側不変成市のほぼ中軸部に発達してお

り，まわりのほかの地層とは，すべて断層によって境されているぞ

この地層は，黒色粘板岩と黒色細粒砂岩との互層であり，比較的泥質の部分が多いc ま

た，砂右は，さまざまな大きさをした， レンズ状の形態で粘板岩中にはさまれているのが

普通である。全般的に，圧砕作用や摺[1]運動を強くうけており，珂断帯の発達もいちじる
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しし、 c

シビチャリ川層は，日高山脈西側の不変成帯を構成する日高層群のなかで，もっとも下

位にあるものと推定され，中の川層群に含められる唯一のものである。しかし，東側の札

内川層やヤオロマップ川層との関係は，明らかでない。

IV.1.4 イドンナップ層 (Id]

この地層は，変成帯の西側に直接して分布しているもので，西側も断層によってシビチ

ャリ川層と接している。これは，神威岳図幅においてはシ=ロカンベツ層とされ〉神威層

群の中位におかれているが，イドンナップ図幅におけるイドンナップ層の一部を，構成す

るものであるわ

この地域のイドンナップ層は，黒色の頁岩質粘板岩と暗灰色中粒砂岩を，主体としてい

るが，チャー I' ，石灰岩，坤緑凝灰岩などの挟みを多く含んでおり，シヒチャリ川層とは，

岩質で明らかに区別される内変成帯との間に発達する，いちじるしい衝と断層の影響をう

けて，全般的にひどく圧砕されており，勇断帯も数多くみられる。

IV.2 第四系

この地域の第四系は ， t呼岸段丘堆積物，氷期堆積物，崖錐堆積物，および現河床堆積物

にわけられる。

刈岸段丘堆積物は，岩内 III ，札内)1\，ヤオロマップ川の下流部に，それぞれ発達してい

る c 岩内川や札内川のものが，現河床より数 m ていど高いもので，あまりよく発達してい

ないのに対して，ヤオロマップ川のものは， 20m 以上の高さをもち，平坦面も明瞭であ

る c

氷期堆積物は，日高山脈の脊陵部にみられる圏谷地形に堆積している水堆石で，地形の

項でのべたように，新旧 2 段の堆積物があるヶいずれも，さまざまな大きさの角喋，亜角

礁，および土砂から構成されている c

産錐堆積物は， l劃谷壁の崩潰によるもので，水堆石の上にのっているの

現i口I床堆積物は，札内川にとくに多量にみられると融雪期や豪雨時には，いちじるしい

砂礁を下流部に押出しかなりの被害を与えている e この砂礁の大半が，変成帯のミクマ

タイト類や片麻岩類であることからみると，これらの岩類が，片理や割目にとみ，風化し

やすいために，多量の砂礁を供給していると思われるハこのことから，これらの岩額の発

達する地域に広い集水面積をもっ札内川だけが，多くの砂撲を押 lt1す原因となっている。
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V 変成岩類

この凶幅地域にみられる変成岩類は，西側不変成帯中に形成されている千枚岩をのぞけ

ば，すべて変成帯の中に発達しているのこの変成岩類は，いちおう，角閃岩類，ホルンヘ

ルス類，片麻岩類，およびミグマタイト類、にわけられるつ

V.I 千枚岩 (Ph]

この図幅の南西隅には，千枚岩がみられる勺この千枚岩は，南方の神威岳岡市長地域にお

いて，幅広い帯状の発達をしているものである勺

この岩石は，粘板岩，砂岩，禄色岩および珪岩などが，いちじるしい勇断をうけて形成

されたもので，一般に珪質であるつ砂岩は，青灰色のミローナイトになっており，涼色岩

源のものは，球簾石や炭酸塩鉱物を多量に含む緑泥石片岩となっている勺

千枚岩の剥理面は，日高累層群の堆積面と同じ走向傾斜をしめしており，ほぼ N 20 8 W,

80
0

NE である勺

V.2 角閃岩類

変成帯の西縁部には，各種の角閃岩類が吊状に発達しているっこの角閃岩類は，これま

で，はんれい角閃岩として一括され，変成千百;の火成岩として扱われてきたものの一部であ

る。この地域で、は，それぞれの岩石種が，異なった単位の岩体を構成している勺また，火

成岩の組織を残しているものは，ほとんどみられない。

この地域に分布している角閃岩類は，次のようにわけられるつ

結色J;-岩

殺色角閃石片状角閃岩

はんれい角閃岩

褐色角閃石角閃岩

角閃岩

V.2.1 緑色片岩 (ShJ

この片岩は，変成市の最外側に，約 500m 平均の II屈で発達しているが，場所によって，

発達の状況がかなり違っている勺主体となっているものは，淡緑色の細粒な片岩である

が，暗灰色のいちじるしい片理をもった黒色片岩も，相当に含まれているつとくに，不変

成帯と接する{賓と断層に追い部分では，緑色のものと暗灰色のものとが互層状にみられ，

内部になると，暗灰色のものはほとんどみられなくなる。
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鏡下で観察すると，淡緑色のものは，微細な緑泥石と緑簾石を主体とすもので，変成

帯の内部側のものには，針状の陽起石質角閃石ができているものもある。暗灰色のもの

は，細粒の石英といちじるしい方向性をもって配列する絹雲母とからなる石英絹雲母 g­

岩となっている p 未変成の炭質物が含まれていることもあり，内部になるにしたがって，

絹雲母の結晶度が I向くなっている。

つまり緑色片岩は，塩基性の火成岩が!玉砕されたもので，聞にはさまれる石英絹雲母片

岩は，粘板岩が変成されたものと考えられる。この片岩は，次にのべる緑色角閃石片状角

閃岩と，漸移しているところも認められ，角閃岩の中にも，セプタとよばれる堆積岩源の

変成岩が，各所にはさまれている。このことから，この緑色片岩は，片状角閃岩と同じ単

位のもので，衝 t断層に接しているため，とくにひどく圧砕されたものとみられるの

V2.2 緑色角閃石片状角閃岩 CAh]

緑色片岩の東側には，ほぽ 500m の幅で片状角間岩が帯状に発達している。緑色片岩と

の境には，まれに ， ff;↓長行斑状変品をもったホルンヘルスないし変砂岩がはさまれている

場合もある η しかし多くの場合，小さな勇断帯がみられるぐらいで，境界近くの緑色片岩

と片状角閃岩とは，それほど違った岩質をしめさなし川、したが寸て，両者の間は， 1斬移の

関係にあると考えられる?

この岩石の片理は，ほほ‘ N 20o W, 70
c

NW の走向・傾斜をしめすが，南方ほど傾斜がゆ

るく，走向は直にふれており，

北方になるとほとんど直立とな

η て，走向は南北方向をしめし

ている「また，この岩石は，い

たるところで，いちじるしい微

摺曲をみせている F

岩質は，ほば標式的な様策石

陽起石片岩であり，漫禄色の細

粒な片理のいちじるしいもので

ある「

鏡トーで観察すると，陽起石

と緑簾石のほかに，少量ーの石 第 4 図緑色角閃石片状角関岩の顕微鏡写真 x18

英，曹長石，チタン石，および不透明鉱物がともなわれている c ときに，源岩のレリッ

クとみられる汚潤した鉱物がみとめられ，また，カミングトン閃石質角閃石が含まれて
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第 5 図 はんれい角閃岩の顕微鏡写真 x18

いることもある。

陽起石は，針状ないし柱状 (0.1 x1.2mm) のもので，いちじるしい平行配列をして

いる。緑簾石は，径約 0.05mm ぐらいの粒状となり，かなり多量に散在している。ま

た，汚濁した鉱物が多く含まれているところには，角閃石化した有色鉱物の仮像がみら

れる場合もある。

V.2.3 Iまんれい角閃岩 [AgJ

この岩石は，片状角閃岩帯の東側に平行して，約 1km の幅で発達している。片状角閃

岩との境には，つねに斜長石斑状変品ホルンヘルスおよび緑色角閃石角閃岩(セデタ)を

はさんでいる。そのセプタと片状角閃岩との間には，いちじるしい勇断帯が発達してい

る。つまり，片状角閃岩帯とはんれい角閃岩帯との聞は，構造的に不連続の関係にある。

この角閃岩は，緑色角閃石と斜長石からなる中粒の角閃岩であるが，ソーシュル石化し

たはんれい岩のレリックが残されていることから，この名称でよばれている。細粒のもの

ほど片状構造がいちじるしく，強い構造運動によって，はんれい岩が変成された形跡をみ

せているつまた，はんれい岩ベグマタイトや合紫蘇輝石角閃岩なども含まれている。

この角閃岩の禄色角閃石岡

は，長柱状の自形性の強いも， :¥
..也喝

ので，努聞の発達が明瞭であ

り，複屈折率が高L 、。このよ

うな角閃石の性質は，細粒な

ものから中粒のものまで，ほ

とんど変りない。斜長石は，

すべて再結晶したもので.

O.lmmていどのモザイク状

の形をしており，An35内外の

成分をもっている。ごくまれ

に，石英が認められる。また，

はんれい岩のレリックとみら

れる， よごれたソーシュノレ石

が多く散点している。

はんれい岩ベグマタイトの斜長石は，径数mmにおよぶもので，部分的にソーシュル

石化されているの角閃石は，1mm以下のものが多数集合した形をとっており，オフィ

ティック輝石をおきかえて生長した形跡、がみられる。源岩の構造とみられるオフィティ

ックな組織の仮像が，認められることがある。
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第 6 図 はんれい角閃岩中のはんれい岩ベグマタイト(無名沢)

V.2.4 褐色角閃石角閃岩 CAb]

この角閃右は，はんれし、角閃岩の東側に，ふたたび、セプタをはさんで発注しているもの

で，ほぽ1. 5 km の幅で同じく N200W 方向に帯状にのびる古市を構成している。この右

帯の東側では，黒雲母角 i吋1j片麻岩に漸移しているつ

この岩石は，暗緑色ないし黒色のかなり均質な角閃岩で，方向性は，ほかの角閃岩とく

らべるとひじように出くなっているの西側のセプタぞいには，いちじるしい勇断市が形成

されており，そこには， Hi 出石を合む特殊な岩相や，優自民の不妊川口 III長状の交代変質む

が形成されているうこれは，神威岳凶幅地域におけるアク、マタイト民向閃むの i憂(J 買部と

同一であるつ

この角閃岩は， O.5mm 以下の他形斜長石と O.8mm ぐらいの他形結褐色角閃石を主

体と L ，燐灰石や不透明鉱物を含んでいる。斜長石はお l ソーシュルネ i化したものがあ

る。角閃石は，多色性が弱く，ときにポイキロプラスティックに大型となっている場合

がある。

V.2.5 角閃岩 CAm]

片状黒雲母ォ、ルンヘルスや縞状県雲fB: Jr 麻岩，あるいは黒雲 n ミアマタイトの中には，

小さなレンズ状をした角 WJ 岩休のみられることがあるのこの角 r~~J f'Jは.濃緑色ないし黒色

をした緬~中粒のもので，岩脈状の形をしめすものが多い。そして，その末端部は，ブロ

ック状に切断され，変成岩中にパレオゾーム状に含まれているっこの状態からみると，こ

の岩石の源岩は，変成作用に先んじて道入した，輝緑岩質岩の小岩脈と考えられる。西側
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の角閃岩帯を構成する角閃岩類とは，思IJのものと思われる。

この岩石は，こまかい角閃石が平行配列をみせるもので，部分的に片麻岩化されており，

優白質の縞をみせいるものがある。

V.3 ホルンヘルス類

この地域にみられるホルンヘルス類は，黒雲母ホルンヘルス，片状黒雲母ホルンヘルス，

およびセプタであり，いずれもにかよった変成度をしめすものであるが，それぞれが，形

成過程や構造帯を異にした異質のものである。

V.3.1 黒雲母ホルンヘルス (Hf]

この岩石は，この図幅内では，変成帯の東側に 3-5km の幅で分布している。外側は中

の川層群の砂岩・粘板岩の組織を残した，変砂岩・変粘板岩ていどのものである。それが

変成帯に近づくにつれて，再結晶の度合が進み，内側 0.5-1 km の間では，完全なホルン

ヘルス組織をもっ黒雲母ホルンヘルスとなっている。

x27

第 7 図 黒雲吋ホルンヘルスの顕微鏡写真

mm) のホルンヘルス組織を

もっ打正=!英二〉黒雲母\〉斜長石

の組合せが主で，ほかに白雲

母，角閃石を合むものがある c

微粒の鉄鉱は普遍的に分布す

る c :fi英には， O.lmm 以下

の細粁:のものが基質として再

結晶し，さらに細粒化したも

のと， 0.1mm ていとのやや

円形の粒とがあるわ;~~雲母

は， 0.05 mm 位の不定形のも

のが多いが，荒川寸たの半白形

変品も少なくないの X: 淡褐

緑色~淡褐色. Y: 褐色， z:
褐色 c r= 1. 640士 σ 斜長石は，他形ないし半白形 (0.05-0.1 mm) で，単品が多い。

An30。白雲町(絹雲吋)はいっぱんに少量含まれてはいるが，萌裂帯付近や輝緑岩岩脈

の付近に多い。これは， 0.01mm 内外の葉片状のものである c

典明的なものは，塊状，赤褐色の堅硬な岩石で，源岩の構造はほとんど認められない。

しかし，粘板おとの互層部では，砂質部が完全に再結晶しでも，粘板岩質部では炭質物

などが層理を残し，源岩の構造をしめしているものがある。

鏡ドでは，等粒 (0.05-0.1

- 14-



Wt % Wt %

SiD1 70.34 SiOL 62.94

TiOz .69 TiOz .45

Alz03 16.12 Ah03 15.76

Fe203 1.16 FeZ03 2.12

FeO 4.83 FeO 4.81

酌190 2.85 恥190 3.60

CaO .58 CaO 1.79

Na20 1.89 NazO 4.44

KzO .81 KzO 1.46

H20 土 1.11 H20 土 2.61

Total 100.38 Total 99.98

ホルンヘノレス〔砂岩源 (S- ホノレンヘルス〔粘板岩源

16)) ，札内 )116 ノ沢 c (202)) ，札内川本流。

(分析者 木崎甲子郎) (分析者桜田弘)

董青石ホルンヘルス: 黒雲母ホルンヘルス帯の中で，局所的に董青石を含むものがあ

る。片状黒雲母ホルンヘルスとの境界付近で，現裂帯にそって，黒雲母ホルンヘルスが千

枚岩様に片理が強くな司た帯にそって，革青石が小眼球状に多量に認められる。草青石は，

O.5~1.0mm ，最大 5mm の斑状変品で，多くは他形，まれに三連双品をしめす。変質し

てピナイト化しているものが多い c

V.3.2 片状黒雲母ホルンヘルス (Hs]

黒雲母ホルンヘルスが，中ノ川層群の堆積岩類を in-situ に熱変成したものであるのに

たいして， 11- 状黒雲母ホルンヘルスは，片状構造をもつこと，さらに，その片理は変成帯

の一般走向である， NW-SE 方向に一致し，中ノ川層群の構造方向とは斜交する。 この

点で，黒雲母ホルンヘルスと片状黒雲母ホルンヘルスの間に，基本的なちがし、を認めるこ

とができる c 多くの場合，この両者の境界は勇断帯で境され，構造的には，むしろ片麻岩

借に含まれるものである。

この岩石は，変成帯の東側にかぎって分布し，黒雲母ホノレンヘルスと縞状黒雲母片麻岩

との中間型として，南北に IiI語数 10m から1. 5 km 位でつづいている。西に向って片理が

強くなり，その片理にそ η て優白質縞が生じ，縞状片麻岩にうつり変っている。

また，札内川上流地践では，変成帯中核部のミグマタイト帯中に，この岩石種がかなり
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広く分布している。この場合，その片理はさほど強くはならず，優白脈は網目状に縦横に

走る。そして，片麻岩をへずに，直接ミクママタイト中にパレオゾームとしてとりこまれ

る。

岩質は，赤褐色で片状構造が強く，片理面上に黒雲母の点紋が並ぶものである。徴摺曲

や線構造がはっきりしている。

第 8 図 片状黒雲母ホルンヘルス

源岩のラミナと斜交して優自質脈が発達する部分(ヤオロ

マップ川上流)

第 9 図 片状黒雲母ホノレンヘルスにみられる微摺曲

(ヤオロマップ川上流)
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x18
第 11 図 セプタ中の斜長石斑状変品

ホルンヘルスの顕微鏡写真

斑状変品黒雲母ホルンヘノレスと

含斜長石斑状変品石英角閃岩を

主体としているの両者は，つね

に，こまかな互層状に組合って

これは， 100~400m の幅をも

ったもので，岩質は，含斜長石

し、。

鏡下では，均質な基質のなかに，一定方位に配列する肩平な黒雲母の点紋 (lmm ，微

細黒雲母の集合体)が認められる。基質は，完全に再結晶した， 0.lmm 位の等粒無方

向性のホルンヘルスの場合も

あるが，より片麻岩に近い地

域では，その基質にも並行組

織が g;Zめられるハ石英は，等

粒，モザイク組織をしめすが，

なかには， VI 状変品状に 0.5

~lmm の大きさになるもの

があり，かすかに波動消光を

しめしているの斜長石には，

他形または半白形の単品が多

く，アルバイト式双品が多少

認められる。 An30-ho 黒雲

母は， 0.lmm 葉片状で，処 x27

に々集合体として点紋を形成 第 10 図 片状黒雲母ホルンヘルスの顕微鏡写真

する。 X: 淡褐緑色， Y: 褐色， z: 褐色勺 r= 1. 635 土〔その他，鉄鉱，燐灰石，正長石，

白雲母を含む。

V.3.3 セプタ CStJ

緑色角閃石片状角閃岩とはんれい角閃岩との問，およびはんれい角閃岩と褐色角閃石角

閃岩との境界部には，つねに，

いわゆるセプタとよばれる岩石

が発達している。また，緑色角

閃岩の中にも，同じ岩質のもの

がみられる。しかしこれは，厳

密な意味では，セプタといえな
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分布しており，完全に漸移の関係にある。この岩石の源岩は，分布の状態からみて，粘板

岩，砂岩および、輝緑凝灰岩類とおもわれる。とくに，緑色角閃石片状角閃岩の中にみられ

るもので，緑色片岩帯に近い部分のものは，変砂岩状のものが多く，まれに，源岩の構造

が残されている場合がある。

鏡下で観察すると，ホルンヘルスは，斜長石斑状変晶を散在した典型的なホルンヘノレ

ス構造をしめしている。斜長石斑状変品は，よごれたものが多い。

石英角閃岩は，斜長石〉石英〉透角閃石質角閃石の組合せのもので，斜長石斑状変品

はl.Omm の卵型をしており，そのまわりを石英がうずめている。これをかこんで，淡

緑色の角閃石がつらなり合っているの斜長石はよごれたものが多く，角閃石は緑泥石に

変っているものが大半である。

第 12 図 縞状黒雲母片麻岩中に発達する斜長石斑状変晶

(花崩岩質ミグマタイトとの接触部，球状部は石

灰質問球) (札内川上流)

ルンヘルスと黒雲母ミ

V.4 片麻岩類

この地域に発達する片麻岩類は，縞状黒雲母片麻岩，斜長石斑状変品黒雲母片麻岩，粗

粒黒雲母片麻岩，および黒雲母角閃石片麻岩にわけられる。縞状黒雲母片麻岩のほかは，

すべて変成帯の西半部に発達している。

V.4.1 縞状黒雲母片麻岩 [GnJ

変成帯東側の片麻岩は，すべてこの縞状黒雲母片麻岩である。片状黒雲母ホルンヘルス

とミク。マタイト帯との間に分布することが多い。この地域では，札内川上流地域に，片理

の強い片状黒雲母ホルンヘルスと網目状脈のはいった片理の弱し、片状黒雲母ホルンヘルス

との間に，細長く分布

してし、るほか， コイカ

クシュ札内岳付近から

南東に，片状黒雲母ホ

グマタイトとの聞に細

長く分布している。

この片麻岩は，片状

黒雲母ホルンヘルスの

片理にそって細い優白

質の縞が生じ， しだい

にその量を増し，全体
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として粗粒になったものであ

る勺石英・斜長石を主とする優

白質部と黒雲母を主とする優黒

質部が， 2-10mm 位の厚さで

互層を繰返すものである。この

縞は，膨縮したり，倣摺曲やプ

チクマチック摺曲をしめすこと

が多いっ線構造は片理面上に，

黒雲母の配列や微摺出iによって

よく発達しているつ

優白質部は，主として石英

と斜長石 (0.5-1.0 mm) が

モザイク組織をしめし少量の

黒雲母を伴っている。斜長石

は，ときには 1mm 位の斑状

変晶様になっている。 Anz'i­

35。 優黒質部は，黒雲母を主

とし，斜長石・石英がこれに

伴う。黒雲母の並行配列がし、

ちじるし L 、。 黒雲母 (0.5­

1.0mm) は， X: 淡褐色， X

=手z: 赤褐色。 r=1.634ｭ

1.642 。斜長石の An 成分は

優黒質部では 45 ;'~に達する

ものがある。そのほか正長

石，白雲母，燐灰石，磁鉄鉱

はふつうに認められる(正長

石は，他形で，他鉱物の問を

埋めて成長し， ミルメカイト

をつくる。

V.4.2 斜長石斑状変畠黒雲母片麻岩 [GpJ

この岩石は，変成帯西側の片麻岩を代表するものである。この地域では，北西部黒雲母

ミグマタイト帯の西側にそって細長く分布している。
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60.80

.65

17.15

1.83

6.14

3.51

2.01

4.07

.80

2.31

99.27

Wt タ

KzO

Na20

SiOl

Ti02

AJ203

FeZ03

FeO

MgO

CaO

この岩石は，黒雲母を主とし，時褐色で片:伏組織が強く，斜長石斑状変品が多盈に点紋

様に主主んでいるのが特徴である。ところにより，この科長石斑状変品 (2-3mm) が片環

にそって濃集し，繍状あるいは数米の厚さの帯をつくって組粒な岩石になっている。(粧 i

粒黒雲母 Jj手j本店)

鏡下では，斜長石斑状ill: e"a のあきらかな片線状組織をしめし，とくに会!長石斑状変品

の問のイゴ英・果、雲仰には，破砕されて，一方向にひきのばされた形態がみられるものも

ある。最↓長;士仁:こ黒雲 n> 石英を:l:とし，ざくろ b\ 燐jκ 石，ジノレコン，鉄鉱など女合 tr 。斜

長石は1. 5mm 以下の撚円形 i在ふで多少分解し，内部で絹雲母化していることが多い c

An30-40 o 男、雲 !'Jは葉月状で方向目立 fU をし，多くは捷践している。多色 1全が強く， X: 帯

緑淡褐色， Y: 編む， z: み褐色。 y 口1. 6410 石英は O.lmm 以下の不定形で主主質をfJ=

ってし、ふさ。くろ石 (0.ト0.5mm) は，この省石軽量に 一一一一二てご三ニニ-，.-ニ

特徴的な鉱物で，つねに7;-まれている e ときに，少f詮の

カリ長石がミノレカイトをつくっていることがある

斜長石IiI状変ぷ黒髪ほJl'麻

第 14 図 斜長石玖[状変品県雲母片持率岩 x27 お (K138) ，ぅ台'J:iUJII 上流。

の顕微鏡7子主主 (分析者 木崎甲子郎)

V.4.3 粗粒黒雲母片麻岩 [Gc]

との J: J存、 fj' は黒雲 j手ミグマ担イト市の丙 l~[I ，こそパて，札|守川の 10 ノ iJ(v 点頭付近から，コ

イボタシコシピチャり III をへて無名沢付近まで， 1km 以内の阪で連続して分布している。

北部では，主、 H走行斑状変品見 'ZZj ヲ汗夜討併の東側にそ寸て発注している c この表石怒は，

斜長石斑 ig 変品黒云 fJJj 取、岩がミケマタイト fヒして，机粒になったものである。

キfl粒で，やや方向性があり ，[r，'.兵ほの色が，ほかの片麻宕やミグマヲイトにくらべて波

く，尽くみえるのが特徴である
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SiOz 60.60

TiOz .83

Ab03 17.06

Fe203 1.25

FeO 5.87

MgO 2.50

CaO 3.29

NazO 3.21

K20 I 2.01
H20こと 2.77

事l粒黒雲母庁総岩の顕微鏡写 H x27 Total

Wt ~;;

事9.39

鏡ドでは，犬、;長石 HI 状変品を含んだ，ややグラノプラス 特l粒黒ヨミ i:J 片麻岩 (K-I44) ，

千ヅグ組織をしめす、斜長手 J 、{i茶、黒雲f'}を Ie とし， 本L 内JlllO/沢カー/レ c

ざくる ;:i ， (1 雲母，燐灰石，ジノレコン，チタン石，鉄鉱 〔分桁者 桜田 区〉

を伴う p 斜長石(l-1. 5mm) 1主，おおむね符 i 円形の斑状変品で，双品は少ない η An

3J 可 4~戸石英;工，鉱物[門 j の f，，1f京を土壇めて不定形に発達し，波草川内 J止をしめず c 黒豆 i:よは，

0.5mm 伎の葉J1状で，斜長石をとりまくように!'it:列している。 X: 帯溺淡緑色， Y: 褐

色. z: 占、補色 r= 1. 640 c ぎくろ leiはふつうに i!k し， 1.5mm{えの従状変品として，

0.1mm(立の;fci !k:を包みこみ，ポイキリティッタな成長をしめしている。

V.4.4 黒雲母角閃石片麻岩 CGhJ

この cr{j( 主， ミクマタイト質!;麻岩 #1 0) I有方7[長上にあたる部分の，男、云付ミグマヲイ

トの丙側にそって，角閃岩市との間に分布ずるものである。これまでの変成宮類が，堆積

-~i ぷである Jつにたいして，このデ;行は悩ま北京シートがミクマタイト化{乍舟をこうむハたも

今、司-1'"， -lい-

しfノ」治会ご

この平 j イ ilJ:，きわめて不均質なもので，粗粒 1 グマタイト貿片麻岩と数 m の析で企 '1弄す

ることや， ,'k!,';;SNを主とする訓:分と角 I)~石を1::とする部分が， 5cm ほどの隔で lD脅して筒

状構造をしめすことがあるラ一般に，中粒~机粒の!l flllおよび方向性の強い ZJ行である

鏡下では，等 pのグラノプラスティック紡織をもずっ，ぷ f向性をしめず η~"l:長:1.1. .角関

ィ i ・照、ブJ 付金主と L ，そのほか石英・燐灰石・シノレヲン・チタン石・~Ji iW;を{半う p 会Hミー石 I::.

1-1. 5mm の他!t;-TI守 j杉で，卵形の l主 ;lJ~変品の特徴を淡しているものがある_ An30_

品. 1' 1 閃石 (1 mm)I土 cz= 15-22, X: 無色， z: 淡渇色~，Ht褐淡緑色である。黒主主
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母 (1 mm)，工業片状で X: 淡編色， Yキz: 亦溺色。

V.S ミグマタイト類

この地域に発達しているミグマタイト類は，黒雲母ミクマタイトと化 i苅岩質ミグマタイ

トで、ある f 日有者がこの地域におけるミグマタイトの主要なものである η

V.5.1 罪悪雲母ミグマタイト (Mb)

このミグマタイトは， %£1. 虎イ!託の中 1安部に， ，~長長大 4km で，高に!勾って細長く分布して

いるものであるのカムイエクウチカウシ山を中心とするこの黒長母ミグ才タイトは，アー

チ状機迭をしめしており，ひとつの構造ー単枚を構成しているつこの単{対立，ヤオ戸マッブ

ftf'J :iIi:で網くなって終り，その尚一相Ijに，fl11威1/ ;1 珂ll~ 誌につづくほかの単位が，惟 11;[ 1(に並んで

いる。

東側では， ~¥~状 Ji -rrげfから:千五移するものもあるが， 多くは優 IJ'H 事長が縦横にはしり， ブ

ロソク化して，ア 7 -7 タイトをつくる F このアゲマタイトのパレオゾームは， !i t}: ホルン

へんス， J: 麻岩，料 l粒京芸{:}. J~ M本むなどがある n このことは主主ほミ 7- ，タイトが，か

ならずしも，まわりの変成計五長の帯状構造に対して，整 {7 的な関係にあるものではないこ

とをしめしているつこれは，黒雲母ミグマタイトが札 IJ~JII 上流{、 j涯を中心とした，南北;こ

斜而をもっアーチ構造を形成していることと関係があると思われる弓 l也一似 IJ でも， ttt 半， ll黒雲

母)j- 麻岩とは舟をに:斬移している c

第 16 図 黒雲 N ミグマタイト(片麻皆パレオゾームを食む)

(札内Jl IJ 二流)

*['神威岳 I I刈 1隔では，この対石種をアグマタイト質混成告と呼んでいるつ
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宇4-t雪は， <I'nでやや方向性のある火山色の岩石であ

ムを色、

ンもふつうに;Zめられる さ

る。数 em から数lOem のif)j鍾if:のパレオゾ

み， J良三三ほのシ"- ')

らに，角 i河口や成れい右のパレオゾーム 1) 部にみら

ムを多景:

鋭下では，グラノプラスデゴヅク組織をしめし，

まIi ミイー仁、イ j 夫、戸、;o~尽をとし，ときに， JIj 閃引， カ

リ長沼をItうハそのほか約主将。燐!日〈イ」・チタンイ 1 ・

鉄鏡、を訓成分とする「 斜j ミ:，j ~i "土， 1~2mm の }L 味

をおびた他形，もしくは、!こ行形で， -~lm はソーシコ

ノレ石{じしているハ一般に:主新鮮である r An3 社ハ イJ

共は 1mmilli 後で不定形，填傾斜織をしめしている

栄雲母はやや方向 11 の々あるものがふつうである門半

円形 X: 品字詰 i炎緑色， Y: 褐色， Z:JJ 、字詰色っ r=
1. 638 ハ if! 閃れ(l mm) は，ボイキリティック組織

をしめし，不 ii~ 詞粒を包J.;..こす多色作が必く淡緑

このようにパンオゾ

にもつア Y マタイト伐のむのである

この日行後は，れる
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Total i 99.10

ゑ翌三 i手ミグマタイト小の

ホルンヘノレスパレオゾー

ム，札内 1119 ノ i尺。

(分析者; ぶ崎甲子郎)
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(分桁蒋 木崎甲子郎)
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第 19 図 黒雲母ミグマタイトの顕微鏡写真 x27

第 18 図 黒雲母ミグマタイト中の縞状片麻岩(札内川上流)

色であるわカリ長石は，他鉱

物聞を埋めて成長し， ミルメ

カイトをつくっている σ

キ I) テイヅクあるいはふるい組

織 (Sieve Texture) をとり，

やや基性の An35-45 をしめす。

片麻岩パレオゾーム: 一般

に，!?麻岩の組織や組成をしめ

してし、るが，パレオゾームとし

てミハマタイト Iドにあるものは

出岩とやや異なり，より塩基性

になっているケ科長石は，ポイ

また，結色角 1月1:-iもポイキリティックな生長の様子をしめしている〔燐灰イ{・ jj~ 鉱が比較

的多いっ

- 24-



V.5.2 花嗣岩質ミグマタイト (MgJ

この岩石は，変成帯の中核部に，小さな岩体を構成して分布するのがふつうである。こ

の地域では，黒雲母ミグマタイトと縞状黒雲母片麻岩，縞状黒雲母片麻岩と片;伏黒雲母ホ

ルンヘルスの境界付近にそって，整合的なシート状に，幅数 10m から数 100m の!享さで，

8km にわたって分布している。縞状黒雲母片麻岩の移りかわりでは，数 m の間に片麻岩

中に花崩岩質部が生じ， ミグマタイト中に，片麻岩が周りのそれと並行して浸存構造とし

て細長くつづく e 岩休I付部は，おおむね均質であるが， しばしば，円形や楕円形の黒雲母

集合体が認められるとまた，境界付近の片麻岩中には，多量の科長行斑状変品が成長して

し、るケ

この岩石は，粗粒で塊状またはやや方向

性のある優白質岩で，規則正しい節理が定

達している。

第 20 図縞状片麻岩と花尚岩質ミグマ

タイトとの接触部に見られる球

状岩(札内川上流)
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第 21 図縞状黒雲母片麻岩 (Gnd) 中に

発達する花尚岩質ミグマタイト

(Mg)" 片状黒雲母ホノレンヘノレス

(Hs) のバレオゾームを持ってい

る。



第 22 図 花崩岩質ミグマタイトの顕微鏡写真 x27

鏡下では，グラノプラステ

ィック組織をしめすが，とく

に粗粒なものはベグマタイト

様になる。岩体の周縁部で

は，斜長石斑状変晶が顕著で，

斑状組織をしめしていること

があるの斜長石士、石英:黒雲

母〉カリ長石を主成分とし，

白雲母 e 燐灰石・ジルコン・ ,

鉱鉄を副成分とする c とき

に，淡緑色角閃石を含むこと

があるの斜長石は，半白形な

いし他形で， O.5mm~5mm

まであるが，ふつう 2mm 内

外のものが多 L 、。 An3弓黒雲

母や石英を包みこみ斑状変品

の特徴をしめしている。黒

雲母は， 1~2mm の葉片状あ

るいは板状に発達したもの

で， X: 帯緑淡褐色， Y: 茶褐

色， z: 茶褐色。 片麻岩の黒

雲母の色にくらべて，やや淡

くなっている。 r= 1. 649。燐

灰石は O.5mm 以下の柱状白

形結晶である。鉄鉱は 0.5

mm 以下の粒状のものが多く

散点している。その他ざくろ

石の細粒が含まれていることがある。

第 23 図 花崩岩質ミグマタイト中の斜長 x27
石斑状変晶の顕微鏡写真

VI 火成岩類

この図幅地域において，火成岩として扱われるものは，図幅北西隅のはんれい岩体を構

成する塩基性岩類のほか，変成岩類やミグマタイト類の中に小さな岩脈状の岩体をつくっ

ているはんれい岩やアプライトが，わずかにみられるにすぎないの変成帯の西縁部に発達

している角閃岩頭の源岩は，すべて塩基性の火成岩類、であるが，いずれも完全に変成され
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てしまっているので，この図幅では変成岩類に一括して取扱つである。

VI.1 はんれい岩類

この図幅の北西隅には，はんれい岩類がまとまって発達している。このはんれい岩類は，

幌尻岳マシーフとよばれる廃大なはんれい岩体の南端部を構成するものである。この地域

にみられるはんれい岩類は，きわめて多様な岩質のもので，V' じように不均質な岩体を構

成している。これらは，大きくみて，かんらん石はんれい岩類と，閃緑岩質はんれい岩類

とにわけられる。

fかんらん石はんれい岩

かんらん石はんれい岩類{ハイパライト

l ウラル石はんれい岩

(ノーライト質岩

閃緑岩質はんれい岩類{角閃石はんれい岩

l トーナライト質岩

a) かんらん石はんれい岩類

この岩類は，岩体の中央部に多くみられるもので，長柱状斜長石の平行配列や有色鉱物

の縞状配列によって，流理構造様の方向性をしめしている。方向性は一般に弱く， N-S か

ら N 40
0

E の走向と，ほとんど垂直に近い傾斜をしめしている。この岩類は，ときに閃緑

岩質はんれい岩類のなかに，捕かく岩状に，あるいはレリヅグ状にみられることがある。

したがって，この地域のなかでは，早期の形成物であることがうかがわれる。

かんらん石はんれい岩

この宕石は，かんらん石はんれい岩類のなかで，もっとも広い分布をしめしている。一

般に新鮮で，中粒ないし粗粒の堅硬なもので，灰黒色を呈している。ときに，ウラル石化

されて，新鮮なかんらん石はんれい岩は，ウラル石はんれい岩の中に，球状あるいは楕円

体状のレリックとして残されている場合が多い。

この岩石を鏡下で観察すると，構成鉱物は，斜長石，紫蘇輝石，単斜輝石，かんらん

石が主体である r それに，淡褐色の角閃石と黒雲母，燐灰石，あるいはまれに，石英が

ともなわれている c 全体として，オフィティックなはんれい岩構造をしめすが，肉眼で

みとめられる中粒部と粗粒部とでは，組織に違いがあり，構成鉱物の性質も異なってい

る。

中粒部は，一般に自形性の強い長柱状斜長石が，かんらん石や輝石類とオフィティッ

クに組合い，典型的なはんれい岩構造をもっているの大型の輝石は，斜長石とかんらん
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第 24 図 かんらん石はんれい岩の顕微鏡写真 x18

ものが多く，アルノミイトーカ

ノレ/レスバード双晶が一般にみ

られるが，細粒のものには単

双晶も少なくなし、。累帯構造

はほとんどみられず，粗粒な

ものにかぎり，周囲の消光が

わずかに異なるものがあるわ

An 成分は， 78 から 64 の問で

ある。

かんらん石は，他形で，わ

ずかに淡褐色をしめし，長柱

状斜長石とオフィティックに組合っている。 2V=( 一 )83°~75° 単斜輝石は，透輝石あ
/¥

るいは普通輝石で， 2V=( 十 )61 ~ー46° ,CZ=46ー~34 °の光学性をしめし，紫蘇輝石は，

2V=( 一 )76°~66° をしめしている。 ともに，周囲や割自にそって淡褐色角閃石にかわ

っている。 角閃石は，やや褐色を呈 L，緊片双晶のみられるもので， 2V=( 一 )86°~
/¥

(十 )87°， CZ=13°~17° の光学性をしめすカミングトン角閃石質のものである。

粗粒部は，大型の斑状斜長石が，かんらん石や輝石の聞をうめているか，ときには，

かんらん石や輝石をつつみこんでいる。大型斜長石(最大6.0mmx3.5mm) は，累帯

構造が普通にみられ，双晶もかなり複雑になっている。 An 成分は，内核部: 92~74 ，

周辺部: 72~56 である。 このような大型斜長石が少ない場合は，斑状組織をしめして

おり，斜長石が多くなって全体が粗粒になったところでは，細粒部がレリック状に残っ

石とを完全に包みこむものも

みられる。斜長石は，ほぽ

1.0mmx0.4mm ていどの

ている。

J、イ J'\ ライト

この岩石は，かんらん石を含むと含まないとの違いのほかは，ほとんど，かんらん石は

んれい岩と同じ岩質のものである。量的にもひじように少ないもので，かんらん石はんれ

い岩の一変種として取扱われる。かんらん石はんれい岩と同じ方向の流理構造状の方向性

が，より顕著である。これは，より優白質となっているために，有色鉱物の配列が強調さ

れるためと思われる。

岩質は，暗灰黒色の堅硬なもので，鏡下でみると，斜長石，紫蘇輝石および普通輝石が

主要な構成鉱物である。有色鉱物は， 2 次的にカミングトン閃石質の角閃石にかわってゆ

く過程がみとめられる。組織構造の特徴や，各鉱物の性質などは，かんらん石はんれい岩
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と，ほとんど同じとみてさしっかえない。

ウラル石lまんれい岩

この岩石は，まえにのべたかんらん石はんれい岩やハイバライトが 2 次的に変質し，有

色鉱物のほとんどが角閃石にかわってしまったものである c

岩質は，灰禄色ないし灰黒色のやや組粒なもので，堅硬なものもあるが，普通は破砕さ

れて，りじように脆弱になっているつ

鏡下で観察すると，構成鉱物は，角閃石と斜長石が主体で，黒雲母，緑泥石，燐灰石，

不透明鉱物をともなっているつ角閃石は，明らかに輝石をおきかえて 2 次的に形成され

たもので，いたるところに，輝石の仮像やレリックをのこしている(それは，繊維状の

淡緑色ないし淡緑褐色のカミングトン閃石賀のもので，よごれた長柱状利長:Liとオフィ

ティックに組合い，あるいは，長柱状斜長石をつつみこんでいるど

このウラル {iはんれし、自が，いちじるしく発注しているようなところには，ときに， (1

色のはんれい岩ベグマタイトがみられる。このような状態から，ウラノ L 七はんれい討は，

かんらん石はんれい岩類の注入に引続いて行なわれた後火成作用によって，形成されたも

のと考えられるの

b) 閃緑岩質はんれい岩類

このはんれし、岩類は，主として岩休の周辺部に優勢に発達している。また，岩体の巾に

は，セプタとよばれる変成岩類のはさみが多くみられるが，その周辺部にも多く認められ

る。この岩類、の大きな特徴は，いろいろな岩買のものが複雑に組合って，ひじように不均

質な宥休を構成していることと，さまざまな鉱物組合せと全変品質にちかい組織をしめす

ことである勺

ノーライト質岩

この岩石は，かんらん石はんれい自についで，岩休中に広い分布をしめしており，閃紘

岩質はんれし、山知、のなかでは，比較的に宕体の内部に発達しているつ削粒から粗粒まで，

いろいろな粒度のものがある。また， {[;[長石の斑品が目立つ，斑状のものを含んでいるつ

この山石には，ときに黒雲ほの平行配列によってしめされる方向性がみとめられ，それは，

N-S から N300W 方向をしめしている η

右質は， I疋黒色ないし灰白色を旦し，きわめて堅硬なものであるの

顕微鏡ドでみると，主要構成鉱物は，斜長石，紫蘇輝石，透輝石質輝石であり，角閃

石，黒雲母，石英，燐灰石，不透明鉱物がともなわれているの細粒相におけるこれらの

構成鉱物は，一般に他形粒状のもので，モザイク状の組織をしめし，中粒になると，斜
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長石は長柱状に近くなり，輝

石はオフィティックな形をと

る。そのなかに，部分的に細

粒相の組織がみられ，そこで

は，粒状鉱物が，より粗粒な

鉱物につつみこまれているの

このつつみこまれた鉱物は，

周辺から粗粒鉱物におきかえ

られてゆく過程をしめしてい

る。さらに，これらの岩相の

中に，より大型の斜長石が，

斑状変晶として生長し，それ

が多くなると，より粗粒なグ 第 25 図 ノーライト質岩の顕微鏡写真 x18

ラノプラスティックな組織をとっている。

斜長石は，細粒粒状 (0.15xO.12mm 平均 An 58-27) ，中粒長柱状 (0 .4 8x0.16mm

平均An58-57)，斑状変晶状(2.12xO.92mm平均 An69-35)のものがあり，斑状

変晶は，多くの細粒鉱物を包有し，不規則な累帯構造をとっている。包有された輝石類

は，角閃石あるいは黒雲母におきかえられ，斜長石との聞にシンプレクタイトを生じて

いることがある。
/¥

輝石は，細粒部で紫蘇輝石は 2V=( 一 )67°_50° ，普通輝石は 2V=( 十 )53° ， CZ=37ー
/¥

_40°，粗粒部で紫蘇輝石は 2V=(一 )71 _ー510 ，普通輝石は 2V =(+)50-52° , CZ=

42°_37° の光学性をしめしている。 角閃石は，緑褐色のものが多く， 2V=(一 )84°_
/¥

(十 )86° ， CZ=10ー_19° の光学性をしめす。

角閃石 lまんれい岩

この岩体が変成岩類と接する部分には，ほとんど例外なし角閃石はんれい岩が発達し

ている。また，まわりのミグマタイト中にパレオゾームとなって含まれているはんれい岩

は，すべて角閃石はんれい岩である。

この岩石は，細粒からやや粗粒なものまであり，一般に塊状で緑灰色を呈している。斜

長石と角閃石を主要構成鉱物としているが，石英と黒雲母も多く含まれており，ときには，

角閃石よりも黒雲母の方が多いものがみられる。この岩石は，各鉱物が初生鉱物をおきか

えて，グラノプラスティックに生長し，全変品質の組織をしめすもので，初生的な岩質は

ノーライト質岩であったと思われる。これが， ミグマタイト化作用の影響をうけて，岩質

が改変されたものである。

斜長石は，他形粒状 (0.5- 1. 0 mm) のものがほとんどで，まれに長柱状ないし半白
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形のものがみとめられる c とくに，初生鉱物のレリックを多く含んでいることが特徴で

あるの不規則な累帯構造も多い。 An30--420 角閃石は，淡緑色のポイキリティックな

形をしており，細粒の輝石をおきかえた形もみられる。黒雲母は，角閃石をおきかえて

生長しており，ときにポイキロブラスト状に大型となっている。石英は，各鉱物の聞を

埋めて生長している σ

トーナライト質岩

この地域のはんれい岩体中には，灰白色のやや花崩岩ににた感じの岩石が多くみられ

る。これは， ノーライト質岩中に，科長石，石英，カリ長石からなる斑紋が形成され，そ

れが発達して有色鉱物もほとんど黒雲母になってしまった形でひろがっているものであ

る。この岩石には，黒雲母の平行配列によるよわい方向性が認められる。

構成鉱物は，科長石，石英，黒雲母を主とし，輝石，角閃石，カリ長石，燐灰石，磁硫

鉄鉱をともなっている。

鏡下では，グラノプラスティックな他形粒状組織をしめしており，各構成鉱物はいろ

いろな形をとっている。ときに，ノーライト質岩と同じ組織がみられるが，これは粒状

鉱石のレリックやオフィティックな淡緑色角閃石などで構成されており，ノーライト質

岩のくい残しとみられるの

斜長石は，半白形ないし他形で，いろいろの大きさをしめし，大型のものは，黒雲母

や角関石あるいは炭酸塩鉱物を包有している c 細粒斜長石 : 0 .4 xO.25mm 平均， An

37--45 。大型斜長石: 2.5x 1. 6mm 平均，内核 An43-46 ，外核 33-40 。

VI.2 角閃石はんれい岩

この角閃石はんれい岩は， ミグマタイト中に，小さな岩脈の岩体として，まれにみられ

る。ミクマタイト中のパレオゾームになっているものもある。

これは，黒雲母ミケマタイト形成中に近入したものと考えられるもので，この図幅地域

にかぎらず，日高変成帯の i クマタイト地域全般にみられるものである。そして， ミクマ

タイト化作用の各段階毎に，その先駆活動をしめすものとして考えられているの

岩質は，いずれもミケマタイト化作用の影響をうけていることから，凶幅北西隅のはん

れい岩体周辺部にみられる角閃石はんれい岩と，ほとんど同じである。しかし，はんれい

岩の複合岩体を構成するものと， ミグマタイト中に小岩体をなすものとの関係は，明らか

でなし、。

VI.3 ァプライト

片状黒雲母ホルンヘルスの東縁部にそって，アプライトの岩脈があちこちに認められ
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る。これは，岩脈中に片麻岩のパレオゾームを残している交代性岩脈状のものや，母岩を

おしひろげて形成された形をしめしている。

鏡下では，細粒のものはモザイク組織をとり，中粒~粗粒のものは斜長石や石英の斑

晶が顕著である。斜長石〉石英〉黒雲母〉正長石を主成分とし，そのほか，白雲母，ジ

ルコン，チタン石，ゅうれん石，緑泥石などを含んでいる。斜長石は， 1~2mm の他形

あるいは半白形で，ソーシュノレ石化しているものがある。双晶は，はっきりしないものが

多く，ふるい状組織をしめすものがある。石英は， lmm 前後の不定形で，波動消光を

しめすものがある。黒雲母は， 0.3mm ぐらいの細片となって散在し， X: 淡緑褐色，

Y: 褐色， z: 濃褐色をしめす。一部は緑泥石化している。カリ長石は，これらの鉱物の

聞を埋め，不定形で斜長石を交代する。ミノレメカイトが発達することがある σ

VII 地質構造

VII.! 不変成帯の構造

変成帯をはさんで，東西両側にある不変成帯の地質構造は，いろいろな点で対照的な相

異をしめしている。このことは，この図幅地域だけでなく，日高山脈地域全般にわたって

みられることで，地向斜の位置的な差異や，造山運動の影響の差異などによるものであ

る。

摺曲構造: 東側の不変帯を構成する日高累層群の摺曲構造は， N20o~30oE の軸をも

った規模の大きい摺曲が顕著で，摺曲の波長も 10 数 km に及ぶものがある。これに対し，

西側では，変成帯にほぼ平行な摺曲構造をしめし，その規模も比較的小さいの

ただ，東側のものも西に倒れた過摺曲の構造をとっていることから，日高変成帯の運動

に先行する，より広い範囲の摺曲運動があったことが予想されている。

断層構造: 不変成帯の断層構造もまた，摺曲構造と同じように，東側と西側とで明瞭

な違いをしめしている。

東側の不変成帯に発達している断層は，変成帯の一般走向に平行な NNW-SSE 方向の

ものと，地層の摺曲軸にほぼ平行した NE-SW 方向のものが，主なものである。このう

ち，変成帯の走向に平行なものは，断層の北東部が北西方に移動した傾向をみせるもので，

水平ずりを主体とした断層であろうと推定される。また， NE-SW 方向の断層の多くは，

勇断性のものである。

西側の不変成帯にも，変成帯の走向に平行するものと， NE-SW 方向のものとがある

が，一般に，前者が勇断性の断層で， NE-SW 方向のものは，水平ずりを主にした断層と
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なっている。

VII.2 変成帯の構造

日高変成帯を通じてもっとも一般的な構造は，各変成岩岩石種の帯状配列である。つま

り，東側から，片状黒雲母ホルンヘルス，縞状黒雲母片麻岩，黒雲母ミグマタイト，粗粒

黒雲母片麻岩，斜長石斑状変品黒雲母片麻岩，さらに角閃岩類をへて西側の衝上断層を境

として不変成神威層群と接する。しかしこのような帯状配列も，少し詳しくみると，い

くつかの活動中心にわけることができる。この図幅地域は，日高変成帯におけるミグマタ

イト活動のひとつの中心である。その理由は，黒雲母ミグマタイトが中核部にかなりのひ

、

ヴ

第 26 図 変成帯にみられる線構造
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ろがりをもって分布しており， しかも，このミグマタイトは，カムイエクウチカウシ山附

近を中心に，南北に斜面をもっアーチ構造をつくっているからである。このことは，線構

造分布をみれば明らかである。しかも，このアーチ構造は，黒雲母ミグマタイトだけでな

く，西側の角閃岩帯や東側の片麻岩帯をも含めている。このことは， ミクママタイト化作用

の後期に，上述の岩石が形成された後，黒雲母ミグマタイトの上昇によって，その運動が

周辺に及んだものである c とくに，東側の片麻岩や片状Jナ、ノレンヘルスには，その影響が強

くあらわれている。ポリベナイト (polgvenite) と呼ばれるものがこれである。

片理面: 片理面はおもに黒雲母の片状配列によるものである。片状ホルンヘルスで

は，黒雲母の点紋が定方位配列をするだけである。しかし，縞状片麻岩のように優白質の

縞目が脈状に形成されると，優白縞と優黒縞の互層によって，いっそう片理が強調される。

黒雲母ミグマタイトや花崩岩質ミグマタイトでは，縞状構造ではなく，黒雲母の並行配列

によって片理面がきめられる e これらの片理の走向には，岩石種のちがし、による差はな

い。おおむね N 30
0
W，東落し 60°_80° 位の急傾斜であるの

ところが，この一般走向に一致する片理を切って斜交片理が発達するものがある。これ

に優白質部をともなったものが，ポリベナイト (polgvenite) である。その斜交片理の方

向には， N200-400E(S2) と N400-60GW (S3) の方向がある。どちらも，北落しの 60"

_80° の急傾斜である。この 2 方向の斜交片理は，かならずしも同時にみられないしま

た，方向にも変化がある c また，それぞれの方向に滑りをともなっているとこれらの現象

は，一般走向 (Sl) 形成後，黒雲母ミグマタイトの上昇による 2 群性変形をともなったら，

S3 の形成ということができる e 黒雲母ミグマタイトのパレオソマームの変形様式にも，同様

な変形が認められる。

線構造: 片理面に黒雲母が一定方向に配列する。または，片理が微摺曲を行なってい

ることも少なくない。この微摺曲軸の方向と黒雲母の配列方向は，一般に一致している。

線構造を広くまとめてみると，札内)1[ 9 の沢より上流では北落し，下流で南落しである。

この場合，片状d十、ノレンヘルス，縞状片麻岩， ミグマタイト類の線構造は同じ意味をもって

いる。さらに，西側の塩基性変成岩類の線構造(角閃石の配列)も春別III 上流では北落

ち，コイボクシュシビチャリ川上流では南落ちが多く，サッシピチャり川では南落ちだけと

なっている。これらは総合すると，その背斜軸は，カムイエクウチカウシ山を中心にして，

NE-SW にわたり，変成帯主軸の方向と斜交する背斜軸をもったアーチ構造をつくってい

る。
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小断層および節理: 片状ホルヘンルス，片麻岩， ミグマタイト類のなかには，一種の

節理ともみられる小断層が，各所にみられる勺これには，つねに数 em から数!Oem のず

れをともなっているつこれらは， N40ー~60oW Jt 落し急、傾斜， N30o~50oE 北あるいは南

落しの急傾斜であるつこれらの小断層の形成は，斜交片理形成と同じ性格の 2 群性変形で

あり，アーチ構造形成史束期運動の，あらわれとみることができょう n

構造時相: ミグマタイト化作用の系列は，優白縞の形成ではじまる。その優白縞の発

展をたどると，縞状→網目;jj>~フ、ロヅク化という異質の変形をへてミグマタイトが形成さ

れていることがわかるのそれぞれの段階に対応する微視的変形は，黒雲母の (001) の配ダIJ

にやや認められるが，石英光軸の変形分布には期待するほどの相異はあらわれないp この

ことは，変形をうけやすい石英の配列は，何段階かの運動が電複しているため，複雑なパ

タンをしめすからであろうっ

片麻岩の縞状構造は，黒雲母の Sーテクトナイト型式で，簡単にし、えば片理形成の運動

である。ところが，ポリベナイトはお， S3 の斜交片理であらわされる圧平型式の 2 群性変

形であるのミグマタイトも，これと同じ型式であるついし、かえれば， ミグマタイトのアー

チ構造形成の運動が，片麻官帯域に重複したため，ポリベナイトの斜交片理が形成された

ものである。

ミグマタイトアーチ背斜軸が NE-SW であることは， ミク、、マタイト自体の上昇のほか

に，それに直角な方向の横圧を予想することができるつこの NW-SE の方向は，変成帯

全体の運動方向であるのミグマタイトにみられる東西方向の圧縮 (2 群性変形)上昇と SE

→NW運動のからみ合わせの結果が，西側の衝上断層および，変成帯を切る大断層として

あらわれているの

VIII 応用地質

この凶幅地域においては，地下資源としてとりあげられるものは，いまのところ知られ

ていない。日高帯における鉱床の大半が，変成帯の西側に賦存しており，中核部や東側に

はほとんどみられないことからも，この地j或は，鉱床の匹胎する可能性が少ないところと

いえる。ただわずかに，はんれい宕中に含ニッケル磁硫鉱床の弱し、鉱徴が，また，はんれ

い角閃岩中のごく一部に，チタン鉄鉱床と合銅硫化鉄鉱床の鉱徴が認められるの

含ニッケル磁硫鉄鉱床の鉱徴は，同幅北四隅のはんれし、岩体中にあるもので，札内川源

流部の札内岳l司幅地域に露頭が知られているものの一部である勺これは，はんれい岩中に
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少量の磁硫鉄鉱が鉱染状に形成されているもので，鉱石として取扱えるものはみられな

いc かんらん石はんれい岩類の活動後，強い交代作用をともなった閃緑質はんれい岩類の

形成が行なわれているが，磁硫鉄鉱は，この時期の交代作用による岩質の改変と平行して

形成されている。

チタン鉄鉱床の鉱徴は，はんれい角閃岩中にみられる，いちじるしく組粒なはんない岩ベ

グマタイトに伴うものである。これは，角閃岩化以前のベグマタイト形成に関連して，チ

タン鉄鉱が濃集したものと考えられるが，鉱床として取扱えるほどのものは，知られてい

ない。

また，このはんれい角閃岩中には，含銅硫化鉄鉱床の鉱化帯がみられる c これは，コイ

ボクシュシピチャリ川の下流部にあり，主要部は，西方のイドンナップ図幅中に発達して

いるもので，高隆鉱床とよばれている c この図幅地域には，その南方延長がわずかに含ま

れているにすぎない。この鉱床は，はんれい角関岩中の勇断帯にそって形成されており，

黄鉄鉱，磁鉄鉱，磁硫鉄鉱，黄銅鉱を主体としている。主要部では高品位鉱も認められる

が，鉱床の規模は明らかにされていない。
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Resume

ThemapareaofthissheetconstitutespartoftheHidakaorogenic

zonewhichformsthenucleusofHokkaidδThe areacomprisesthe

Hidakametamorphiczonewhichisknowntorepresentthedeepfacies

oftheorogeniczone. Distributedintheeasternhalfoftheareaare

thicksedimentsconsistingofunmetamorphosedsandstoneandclayslate,

whilethewesternhalfisametamorphiczonewherevariouskindsof

metamorphicrocksandigneousrocksarezonallyarranged. Developｭ

mentofmigmatitesisespeciallyremarkableinthewesternhalf, sugｭ

gestingthatthispartwasthecenterofoneofthemigmatiticactivities

intheHidakametamorphiczone.

Non-metamorphicZone

Thesedimentaryrocksconstitutingthenon-metamorphiczoneof

themapareacanbeclassi 白ed asfollows:
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KamuiGroup IdonnappuFormation

HidakaSuper-Group (ShibicharigawaFormation

NakanogawaGroup~Yaoromappugawa Formation

lSatsunaigawaFormation

TheSatsunaigawaformationandtheYaoromappugawaformation

arewidelydistributedontheeastsideofthemetamorphiczone. The

ShibicharigawaformationandtheIdonnappuformationmakeanonｭ

metamorphiczoneonthewestsideinthesouthwesterncornerofthe

maparea.

Onthewhole, theSatsunaigawaformationisrelatively clayey,

andcanbedividedlithologicallyintothefollowingthreemembersin

ascendingorder: 1)lamellaralternationofclayslateandsandstone,

2)alternationofsandstoneand clayslate, and3)sandstone-bearing

blackclayslate. TheformationshowsananticlinalstructurewithN

20°-30ロE axial trend, extendingfromtheuppermostreachesofthe

IwanaiRivertotheSatsunaiRiver, anddippingW. Theeastsideof

thisanticlineismonoclinal , strikingN300-400Eanddipping600-800SE.

ThethicknessoftheSatsunaigawaformationisassumedtobemore

than2,200m.
TheYaoromappuformationaboundsinsandybeds, andisconformｭ

ablewiththeunderlyingSatsunaigawaformation. Lithologicallyitis

dividedintothefollowingthreemembersinascendingorder;1)fineｭ

tomedium-grainedsandstone, 2)platysandstone , and3)alternationof

clayslateandsandstone. Members1)and2)arepredominantlysandy,

withthinlensesofconglomerateinthelowerpartof2). Theforｭ

mationstrikesgenerallyN10ー-300EanddipsE, showingmonoclinal

structuresinmostcases, withlocalsynclinalstructures. Itsthickness

issupposedly5,500m.
TheShibicharigawaformationisrelatively clayey, consistingof

blackclayslatealternatingwithblackfine-grainedsandstone. Thisformｭ

ationisthelowermostmemberofthesedimentarybedsconstitutingthe

nonmetamorphiczoneonthewestside.Likethesedimentarybedsonthe
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eastside, theformationisincludedintheNakanogawagroup, although

therelationshipbetweenthetwoisunknown. TheIdonnappuformation

consistschieflyofirregularlyalternatingshalyclayslateanddark-gray

medium-grainedsandstone,accompaniedbylargequantitiesofschalstein,

chertandlimestone. Inlithology, theformationdi 百ers markedlyfrom

theabove-mentionedNakanogawagroup. TheIdonnappuformationand

theShibicharigawaformationareboundedbyfaults, buttheirrelationｭ

shipmaybeunconformable.

Thesedimentarybedsconstitutingthenon-metamorphiczoneonthe

westsidearefoldedandtrendintheNNW-SSEdirectionparallelto

thestrikeofthemetamorphiczone, presentingaconspicuouscontrast

totheNE-SWstructuraltrendofthenon-metamorphiczoneonthe

eastside.

MetamorphicZone

Themetamorphiczoneofthemaparea , likeotherareasofthe

Hidakametamorphiczone, ischaracterizedbythenoticeablezonalarｭ

rangementofvariouskindsofrocks. Distributedfromeasttowestare,

biotitehornfels, bandedbiotitehornfels, bandedbiotitegneiss , biotite

migmatite,coarse-grainedbiotitegneiss,plagioclase-porphyroblastbiotite

gneiss,andbiotite-hornblendegneiss;then, passingthroughthezoneof

amphibolites , thismetamorphiczonegradesintothenon-metamorphic

zoneonthewestside.

Thebiotitehornfelswasformed by thermal metamorphismof

sedimentaryrocksadjacenttotheeastsideofthebandedbiotitehornfels

zone. Thedegreeofmetamorphismbecomeslowerea.stwardandthe

rocksgradeintounmetamorphosedsedimentaryrocks.

Theschistosebiotitehornfelsshowsmarkedschistosityparallelto

thegeneralstrikeofthemetamorphiczone, i.e. , NNW-SSE, obliquely

intersectingthestructuraltrendofthenon-metamorphiczone. Onthe

basisofthis fact , therockissubstantiallydistinguishedfromthe

biotitehornfels, andstructurallyitshouldratherbeincludedinthe

gneisszone. Thebandedbiotitegneisswasformedalongtheschistosity
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planeoftheschistosebiotitehornfelswherefineleucocraticbands

developed, graduallyincreasinginquantityuntilthegeneraltexture

becamecoarse-grained.

Theplagioclase-porphyroblastbiotitegneissrepresentsgneisseson

thewestsideofthemetamorphiczone. Itshowsacharacteristicspo ・

ttedtextureduetotheabundantporphyroblastsofplagioclase. The

coarse-grainedbiotitegneiss:occurs"alongthewestsideofthemigmatite

zone. Thisrockwasderivedfromtheplagioclase-porphyroblastbiotite

gneissduetomigmatitization.

Thebiotite-hornblendegneissisfoundbetweenthemigmatitezone

andtheamphibolitezone. Thisrockdiffersfromothergneissesinthe

highcontentofhornblende, whichindicatesthattherockoriginated

fromdiabasicrocksthatsu 妊ered migmatitization, whereasothergneisses

areofsedimentaryorigin.

Thebiotitemigmatiteiszonallydistributedinthecentralpartof

themetamorphiczone;itsmaximumwidthis4kmandbecomesslender

southward. Therockshowsanarch structure, centeringonMt.

Kamuiekuuchikaushiandplungingtonorthandsouth. Migmatitesof

themapareamakeonestructuralunitoftheHidakametamorphiczone.

Thisbiotitemigmatiteisagmatiteforthemostpart,havingbeenderived

fromgneisswhichwasseparatedintoblocksbyleucocraticveinsrunning

inalldirections. Thegraniticmigmatiteoccursassheets, severaltens

toseveralhundredmetersinwidth;generallyhomogeneousgranitic

partsformedwithinseveralmetersfromthesurroundingrocks. Inthe

gneissnearthecontact, alargequantityofplagioclaseporphyroblasts

havegrown.

AmphiboliteZone

Inthewestmarginalareaofthemetamorphic zone, schistose

amphibolite, gabbro-amphiboliteandbrownhornblendeamphiboliteare

zonallydistributed, runningparalleltothegeneralstrikeofthemetaｭ

morphiczoneandformingazoneofamphibolitesabout4kmwide.

Theschistoseamphiboliteoccursintheoutermostareaofthemeta-
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morphiczone, contactingthenon-metamorphiczonewithaconspicuous

thrustfault. Thisamphibolite, havingbeenderivedfrommetamorｭ

phosedsheet-likediabasic rock, isa伍ned toepidote-actinoliteschist.

Theportionalongthethrustfaut on thewestsidehasturnedto

greenschistwhichmaybedefinedasepidote-chloriteschist.

Thegabbro-amphiboliteconsistschieflyofplagioclaseandgreen

hornblende,occasionallycontainingrelicsofsaussuritizedolivinegabbro.

S臼tructu 町1汀ra叫lly t出hi也s rockisdiscontinuouswiththeschistωos 記e amphi 出bolit 民e旦

as plagioc1ase-porphyroblastbiotite hor 口nfels and green hornblende

amphibolite(s臼epμta 幻) arealwaysintercalatedbetweenthetwo.

Thebrownhornblendeamphibolitecontactsthegneissesonthewest

sideofthemetamorphiczone. Itissomewhatcoarse-grained,consisting

chieflyofbrownhornblendeandplagioclase. Thisrockisalsoseparated

fromthegabbro-amphibolitebysepta, anddi 百ers fromthelatterin

structuralunit. Itissupposedtohaveoriginatedfromdiabasicrocks

thatwerea百ected byformationofthegneisses.

GabbroicMasses

Thenorthernpartofthemetamorphiczoneinthemaparea

comprisesmassesofgabbroicrocks. Thesemassesconstitutethe

southerntipoftheenormousgabbroicbodynamedthePoroshiridake

Massif;therearethefollowingrocksvaryinginlithology:

Theolivinegabbroismarkedlycharacterizedbythedirectional

arrangementofminerals, justlikeaflowstructure, duetoparallel

arrangementoflongcolumnarplagioclaseandbandedlayersofmafic

minerals. Occasionallythisrockoccursasxenolithsorrelicsinthe

dioriticgabbro, andissupposedtohavebeenformedearlierthanother

gabbroicrocksoftheMassif. Thedioriticgabbroshowsvariousminｭ

eralcompositionsandalmostcrystallo ・blastic texture. Growthofminｭ

eralsbymetasomatismmusthaveplayedanimportantroleinformaｭ

tionofthisrock.
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日高変成帯のミグマタイトについて

木崎甲子郎*

目次

I ミグマタイトとは何か?

II 日高変成帯におけるミグマタイトの発見

III ミグマタイト化作用と変成作用

IV ミグマタイトの構造

V ミグマタイトから花崩岩へ

I ミグマタイトとは何か?

いったいミクマタイト (Migmatite) とは何であろうか? 言葉の意味だけからいえば，

“混り合った石"という怠味であるの 1907 年に J. J. ゼーダーホルムが命名したときは，

たしかに単純に“混りあった石"に対してだけであった。火成岩でもない変成岩でもない，

従来の岩石の分類去に組みいれることのできないこの岩石は，いまでは，たんに分類学上

の問題からはなれて，造山帯の下部構造の問題，そして花崩岩の進化の問題にまで，重要

な関係をもつようになったのである。

ゼー夕、、ーホルム(1907) は，“花崩岩と片麻岩について" (OmGranitochGneiss) の

なかで，はじめてミグマタイトという百葉を提案している。「ここで問題にしている片麻

岩は，その特徴に二つの成肉的に異なった要素をもっている。ひとつは，片状堆積岩ある

いは葉状火成岩で，他は，物質の熔解により，あるいは他からの道入によって形成される

ものである。これに，私はミグマタイト (Migrnatite) という名称を提案する。この岩石

は火成岩と結品}~ー岩との中間型である J (P. lI O) 。ミグマタイトの火成的成分は各種の花

尚岩であって，それが古い岩石を同化している。したがって，彼によればミグマタイトは，

つねに花崩岩と関係しているのである。

*北海道大学理学部地質学鉱物学教室
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1926 年には，“南西フィンランドのミグマタイトとそれに関連するプレカンプリア岩類"

(OnMigmatitesandAssociatedPrecambrianRocksof~outhwestern Finland) の

なかで， I これらの現象と成因を特徴づけている混成岩 (Hytrid rock) に対して名前をつ

ける必要がある。これらは，混り合った岩石のようにみえ，また古い岩石と新しい花尚岩

質近入岩との混合によって生成している。したがって， ミグマタイトという言葉はもっと

も適当である J (P.136) 。

以上の引用からわかるように，ゼーダーホルムの提案したミグマタイトという概念は，

記載的であると同時に，成因的な名称なのである。ミグマタイトは少なくとも“混り合っ

た岩石のようにみえる"ものでなければならない c したがって，均質なミクママタイトとい

うものは存在しない，ということになる。 ミグマタイト化作用とは，“岩唆が古い岩石中

にはいりこみ混り合うこと"なのである。

ところが， K.H. ショイマン (1937) は， ミグマタイトの岩築様部分が火成源である必

要はない ο この岩焚様部分がそこで発生し， しかも花崩岩岩棄と無関係であるとし、う事実

こそが重要なことなのである。と考えた。これはゼーダーホルムの考えとはちがったもの

である p これより 10 年も前，スエーデンの P.]. ホルムキスト (1926) は，いわゆる縞状

片麻岩の優白縞が，周囲の岩石から分泌されたものであることを主張して，フィンランド

のゼーダーホルムと対立し，はげしい論争がかわされたことは有名である。

*火成論者の大司教と仇名されたスイスの P. ニグリの定義はつぎのようなものである c

「ミグマタイトとは，ひじように変化のある岩奨的であるとともに，変成的な構造型を

しめす岩石や岩石帯に限られるべきものである。それは岩喰と固態聞の漸移帯に生成し，

一種の変成作用をうける守その間，それほどの体積増加もなしに大部分が流動化し，ある

いは熔融状態になる……」。この定義も，古い固結岩石と新しい熔融物質(岩紫)との不均

質な混合物を意味するにすぎない。 (1942， P.36)

これに対し，みずから穏健な変成論者をもって任じている H.H. リードは， I ミクマタ

イト地域で研究している者は誰でも，物質の浸透によってできた岩石は，つねに中粒で均

質であることを知っているであろう。……ミクーマタイトは必ずしも，あらく混合した岩石

ではない J (1944, 1957, P.116) と述べているの彼はさらは， I ミグマタイトは，混合し

*花崩岩の成困を，花崩岩マグマからその固結によって考える立場の人を火成(岩摂)

論者と呼び，マグマの状態をへないで固体の状態で，花崩岩化作用によってできると考

える人々を変成論者と呼ぶ。
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た岩石で，古い岩行と導入された物質の混合に由来するものである。この導入された物質

は，岩唆であるとし，、われているが，これは，それぞれの場合について証明されなければな

らないc じじつ，導入された物質の性質や量や機能は， ミグマタイトの主要な問題であ

る。この物質は，岩禁から，交代作用をひきおこすひじように稀薄な溶液まで変化があ

る。だから，その産物であるミグマタイトは，浸透によってできる均質な岩石から， レリ

クトと花崩岩質部分とを容易に区別できる，あらく混合した岩石まである J (1951 , 1957,

P.342) 。

その後も，火成論者と変成論者との論争は続いたが，多くの研究者は， I ミグマタイト中

の“岩禁"的な部分の起源は， ミグマタイトの定義にとって本質的なものではない。と信

ずるようになったと“岩摂"的な部分はその場で生ずることができ，花崩岩質岩紫には何の

関係もない。したがって， ミグマタイトは変成分化作用による特殊な産物であるというこ

とになってきた。 J (T.F. パート，岩石学概論，有国訳， P.400) こうして， ミグマタイト

の定義はゼーダーホルムによる最初のものから多少変ってきているが，それは岩棄の発生

にたいする思想の変化にしたがっていると考えてもよいであろう。

ミグマタイトの分類については， C.E. ウヱークマン (1935) がつぎのようにのべてい

る c

「ミグマタイトの分類には多くの型式がある。たとえば，ベナイト，脈状片麻岩，道入

片麻岩，長石斑状変品片岩あるいは片麻岩，アグマタイトなどであるのしかし，これらは

現象を区別するためのほんの一部の特徴でしかないぞ鉱物組成による分類は役に立たな

いc したがって，分類は変化の多い構造や組織によらなければならなし、 Jo さらに， r ミグ

マタイトの研究は，標本や露頭に限らず，大地域の総括とその幾何学的要素の理解によっ

てのみ完成される」。

いいかえれば， ミグマタイトの概念は，従来の鉱物組成による岩石分類学によって規定

することはできない c その構造や組織，そしてその立体的な組立て，すなわちそのテグト

ニックスの理解なしには， ミクマタイト問題を解決に導くことはできないであろう。

II 日高変成帯におけるミグマタイトの発見

日高山脈の中核部に花崩岩質岩石がひろく分布していることは，古くから知られていた

事実である e 北海道の地質研究の先達であった B.S. ヲイマンの報告(1 877) のなかでも，

中軸帯は神居古揮石層として総括されてはいるが，変成帯に花筒岩質岩石の存在を報告し
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ている。つぎに，神保小虎(1891) によって，より具体的な報告がなされた。これによる

と，日高山脈の深成岩類、は古生層を貫ぬく中世代の道入で，その周りに接触変質を与えて

いると述べている。その後明治末年になって，岡村要蔵，山根新次による日高山脈周縁の

探検的な踏査の報告は，北海道鉱物調査報告として公刊されている。そのなかには，今日

ミグマタイトとしているものを， I花崩岩ハ日高山脈ノ脊稜ヲナシテ最モ広大ナル面積ヲ

占ムル火成岩ニシテ……」と述べているが，その異常に不均質なことにも i主目し， I甚ダ、シ

キハ一個ノ小岩塊ニ於テモ尚或部分ノ、他ニ比シテ黒雲母ヲ多量ニ含有スル等ノ事実アリ…

…花崩岩ハ屡々雲母片岩又ハ片麻岩様ノ破片ヲ包有ス(片状花崩岩ニ殊ニ多シ)……又サ

ロルンウシj111fニ於テ見ノレカ如ク花崩岩ノ、所々雲母片岩中ニ挿入、ンテ片状ヲ呈シ屡々両岩 ・

ノ境界不分明トナリ……」との記述がある σ このすぐれた観察は， ミクマタイトの産状を

あざやかに描きだしている。大正末期から昭和初期にかけて，北海道大学工学部にあった

大平安は「日高国幌泉地方の地質学的並びに岩石学的研究J (1928) を発表した。近代岩石

学の方法を駆使したこの研究は，綿密な記載とともにすぐれたものではあったが，その議

論はミグマタイト問題の本質から離れたところでなされていたう

鈴木醇 (1934) は，南端部の石灰貰団球の変質について詳しい記載と考察を行なった。

これが，南端部地域の岩石学的研究の糸口になったのである。 1939 年，石橋正夫は，日高

山脈東側のトッタベツ川，札内 III ，日方川上流の調査を行なった。その結果，従来日高山

脈の花崩岩とされてきたものは，大部分が堆積岩i原の道入片麻岩質のものであることを明

らかにした。そして，このときはじめて，混成岩(ミクマタイト)の存在を提唱したので

ある。これは卓見といわねばならないわ舟橋三男と橋本誠二が，南端部|幌満地域と音調津

地域の調査研究をはじめたのは 1940 年であったのここで，彼らは“ミグマタイト"を今日

と同じ意味で、用いるようになったのである η 舟橋は，幌満地域のある閃緑岩は， I単なる再

結晶により達せられたものではなく，それに伴って系外よりの物質の導入が考えられなけ

ればならない。かかる物質の導入をなした通路とも見られるものはまったくなく，分子状

態の諺透(imbibjtjon， Durchtrankung) によると解釈せられるJ (1941，卒論〉と述べ

ている。石橋が，花崩岩による混成作用と考えていたらしいのにくらべて，ここでミグマ

タイトの概念に一段の進歩が認められるのしかしここでは， ミクマタイトの名称は交代

性花尚岩質岩石あるいはアグマタイト質岩石にだけ与えられているつこの思想は，その後

* 現在変成帯南端部猿留川
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も現在にし、たるまで，たとえば黒雲母ミグマタイト，花崩岩質ミグマタイトという名前で

残っている。

戦中戦後の空白の後， 1949 年，日高研究グループが発足して組織的研究がはじまった。

多くの学生や研究者が参加したこのクループの研究と討論のなかから，日高変成帯の内容

が次第に明らかになったのミクマタイトの研究も，それにしたがって具体的となり，それ

ぞれの分担研究者から，少なからずその成果が公表されている。

III 変成作用とミグマタイト化作用

日高帯や領家帯のような，中核部に花尚岩類を i半なう変成作用は，広域熱変成作用と呼

ばれている η いいかえれば，造山帯深部の変成作用と花崩岩(ミグマタイト)化作用を含

めたものである竹 P. ミヅシュ(1 949) や H. H. リード(1 957) は，造山帯の摺曲にとも

なう千枕岩や片岩の形成を「造山変成作用 J，片麻岩・アク、マタイト・花尚岩の形成を「花

崩岩化変成作用」にわけ，それらが，造山帯では前期と後期にわけられる変成作用である，

としてし、る。

このように，この種の変成作用は，たんに広域熱変成作用として一括してしまうわけに

はいかないぺ少なくとも， 2 種類の異なった型の変成作用の側面を，もっていると考えな

ければならない今それは，具体的にいうと，ホルンヘルス→片状ホルンヘルス→縞状片麻

岩という，いわゆる広域増進変成作用と，花尚岩質成分の形成(超変成作用)に注目すれ

ば，ベナイト，→アクマタイト→ネビュライトといった花崩岩(ミグマタイト〉化変成作

用が，多少フェーズがずれてはいるが，広減変成作用のうえに重複して発展しているのを

詰!めることができるハ

これらのことについて，少しく説明しよう。

広域変成作用:

いっぱんにし、えば，変成作用は外側から中核部に向って進行している O その系列は

東側では

1) ホノレンヘノレス→片状ホルンヘルス→縞状片麻岩→黒雲母(董青石)ミグマタイト

(→花崩質ミグマタイト)

西側では

2) ホルンヘルス→片状ホルンヘルス→斜長石 f症状変品黒雲母片岩→斜長石班状変品黒

雲母片麻岩→ミグマタイト質片麻岩→黒雲母(草青石)ミグマタイト(→花崩岩質ミ

グマタイト)
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変成帯の中核部を構成するものは，北部では黒雲母ミグマタイトであり，南部では韮青

石ミグマタイトである。花崩岩質ミグマタイトはミクーマタイトから花崩岩へ進化の中間型

として重要な意味をもっているが，小範囲に分布するにすぎない。
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第 1 図A 各帯のカチオン増減による変化図(札内川上流地域)

A ホルンヘルス D 黒雲母ミグマタイト

B 片状ホルンヘルス E 花崩岩質ミグマタイト

C 縞状片麻岩
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第 1 図B 各帯のカチオン増減による変化図(南端部地域)
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第 1 図 A， B は，この変成系列にしたがって，化学成分の変化をしめすために，ホルンヘ

ルスのひとつを規準にして，それにたいする増減を正負で表わしその変化を図示したも

のである。こうしてみると，各イオンの振舞がよくわかるつここでいちばん特徴的なこと

は，片状ホルンヘルスと縞状片麻岩，とくに後者で Al と K にとみ， Si が減っている。さ

らに花崩岩質ミグマタイトで， K が増加の傾向にあることである。

西側の系列 (2) では，ホルンヘルスからミグマタイト質片麻岩までは，連続して酸性斜

長石斑状変品の成長と増加で特徴づけられるのしたがって，化学成分の tからも Al の増

加はあまりはっきりしないが， Na の増加が明らかであるつ

また，黒雲母ミグ、マタイト中のパレオゾームの化学成分を， i原岩のホルンヘルスや片状

ホルンヘルスの成分と比較すると， Si が少なく， Fe, Mg が増加し，アルカリが減ってい

るのが特徴であるっこれは，片麻岩やホルンヘルスが， ミグマタイト化されたさい，未消

化の部分(パレオゾーム〉は塩基性化していることを意味しているのこのとき，このパレ

オゾームの周囲や内部に石英プールを伴うのがふつうである。これは塩基性化されたとき

の，余剰の Si が石英プールを作ったのである。黒雲母の化学成分で比較すれば，縞状片麻

岩の黒雲母中の Al が多く，総化学成分のそれに比例していることが特徴である。

以上のように，ホルンヘルス→ミグマタイトの過程で，化学成分の変化をたどると，月a

麻岩帯で， Si の減少と Al とアルカリの増加をへてミグマタイトにうつりかわる。また，

パレオゾームは Si，アルカリの減少と Fe， Mg の増加をへてミグマタイトに移化するつこ

れらのことから， ミグマタイト化作用にいたる系列のなかで，縞状片麻岩に地球化学的高

潮が存在したということができるの

もう少し詳しく，変成作用という観点からこの系列を調べてみる。花崩岩質岩の変成相

の分類は困難である。なぜなら，その鉱物は広い P-T 条件の下で安定であるので，その

鉱物の形成された一定の P-T 条件をしめすことは，むつかしいからである。しかし，あ

る場合には，その鉱物の組成の変化を鍵にすれば，不可能ではない。

まず，鉱物の組合せから検討する。

ホルンヘルス;

黒雲母ー董青石一白雲母

黒雲母一柘摺石

黒雲母一紅柱石

縞状片麻岩，片状ホルンヘルス;
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黒雲母ー(白雲母)ー柘摺石

黒雲母ー(白雲母〉一柘摺石一珪線石(革青石〕

黒雲母一白雲母ー董青石

黒雲母一白雲母一(革青石)ーカリ長石

黒雲母(董青石)ミグマタイト;

黒雲母一白雲母一革青石

黒雲母一白雲母一董青石ーカリ長石

黒雲母一白雲母一柘摺石ーカリ長石

花嵐岩質ミグマタイト;

黒雲母ーカリ長石

黒雲母ーカリ長石一角閃石

黒雲母ーカリ長石一白雲母一柘槽石

黒雲母ーカリ長石ーエピドート

以上のような組合せとなっているが，その基本となっているものは，科長石一石英一黒

雲母であり，この組合せのものがもっとも多い。これから判断すると，ホルンヘルスから

ミクJマタイトまで，すべて角閃岩相に含まれることになる。

この角閃岩相の範囲のなかで，ホルンヘルスからミグマタイトまでの変成作用が，どん

なものであったかということをみるためには，ある鉱物の組成の変化をたどることによっ

て，可能であろう。ここでは，鉱物組合せの基本になっている，斜長石と黒母雲について

検討する。

斜長石の An;:-bの，各帯における範囲をしめした。

·‘

An ガ 20 30 40 50

ホルンヘノレス l

片状ホノレンヘルス i

縞状片麻岩優黒部|
優白部|

黒雲母(韮青石ミグマタイト) i

花崩岩質ミグマタイト|

縞状片麻岩の優黒部で，もっとも高い An45 という斜長石が出現し， ミグマタイトでは

ふたたび酸性となっているとこのことは，総化学成分で Al 値の高い事実の反映であろう。

この点については縞状片麻岩で，変成度が最高に達したということができる c
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黒雲母も，斜長石と同様に広い安定領域をもっている。したがって，この系列にしたが

って， ，号、雲母の変異を追うことによ η て，変成条件の移りかわりを追跡することができ

る c

縞状片麻岩中の黒雲母の Al 値が，総化学成分のそれに比例して大きいことはすでにの

ベた「このことは，科長石 An%の増加に対応すると同時に，理論値をしのぐ Al の量は，

1 部 Fe と置換し， 1 部は変成度の上昇にともなって， Alrv-Si の置換を意味するものであ

るとさらに，変成度の規準として， Ti, Mg/F色の量を比較すると
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8

海:

、⑪

Ti の減少と Mg/Fe の増加は，変成度

の低下をしめすものである σ ホルンヘル 1.645

スや片状ホルンヘルスの資料はえられな

いが，屈折率は縞状片麻岩で最低となり，
{
』)
d
A
e
官
E
F

色はもっとも濃色となる(第 2 図)c 科

1.640
長石 An;}~ などの変化とあわせて考える

と，縞状片麻岩で，変成度がもっとも高

くなっていることは明らかである。

以上のように，変成作用という観点か

。/。40302010
1.635

ら，縞状片麻岩までは増進変成作用であ

Mode

第 2 図 黒雲母の屈折率と容量比との関係

⑨ホルンヘルス ⑪縞状片麻岩

o 黒雲母ミグマタイト

。花崩岩質ミグマタイト

ミクマタイト化作用は，

むしろ低 F変成作用とみなければならな

い事実が多い c 片麻岩帯での地球化学的

るのに反して，

l高潮と，変成度がある最高に達するとい

うことは，裏去の関係にある二つの現象なのであるの

ミグマタイト化作用:

ホルンヘルス+月状ホルンヘルス+縞状片麻岩川主雲母(革青石)ミグマタイト，とい

う系列で，中陵部のミクマタイトの形成によって，片麻岩帯までは上昇してきた変成作用

が，一転して低下の道をたどっている。つまりミクマタイト化作用・花崩岩化作用の方向
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に転化したのである。片麻岩形成をひとつの限界点として， それ以前を広域増進変成作

用，それ以後をミグマタイト化・花崩岩化作用として，二つの異型の変成作用にわけるこ

とができる。しかし問題はさらに複雑になるのなぜなら， ミグマタイト化作用は，すで

に片状ホルンヘルス後期から縞状片麻岩形成期にはじまっているからである。

片状ホルンヘルスの片理が強くなり，片理にそって，幅 5mm 位の優白縞ができてくる。

それが粗粒になり真の縞状片麻岩となる。ミグマタイトの分類によれば，これらは一括し

てベナイトと呼ばれるものであるの優白質脈は，かならずしも片理に平行ではない。とく

に縞状片麻岩帯の内側， ミク、、マタイト帯中に分布する片状ホルンヘルスは，それほど片理

が強くなく，優白質脈が網目状に拡がるものであるつこれもベナイトの一種であるつこれ

らを区別するため，前者を αーベナイト，後者を yーベナイトとしたつまた，この αーベナ

イトをさらにある角度をもっ並行縞が切って発達するものがあるつこれがポリベナイトで

ある。 αーベナイトは，変成作用が上昇して，ある極{直に達したときに形成されるものであ

るのに対して，ポリベナイトは， ミグマタイト形成後，その上昇運動に共動してできたも

のである。

ミグマタイト化作用のなかで，優白質部の脈状発達とともに重要な要素となるのは，粒

度の増大である。 変成帯の外縁部では，片状ホルンヘルス→αーベナイトという片理形成

とともに変成度が上昇してし、く，増進変成作用にともなって，粒度は急激に増大するつし

かし ミク、、マタイト帯内側に分布する片状ホルンヘルスは，強い片理をしめさないまま，

外縁部のそれにくらべて，やや粒度が大きくなっているつしかし，ここで注目しなければ

ならないのは，片麻岩形成にともなう粒度増大は急激で， しかしホルンヘルス組織がまっ

たく失われてしまうのに反して， t走者は，やや粒度は大きくなっても，等粒モザイクのホ

ルンヘルス組織はそのまま保存されていることである⑦しかもこのスタテイクな粒度増大

は，あるていど (0.5 mm) 以上にはなりえないということは，興味ある事実である。 こ

の中粒ていどになったホルンヘルスは，片状構造はうすれ， J1・状ホルンヘルスのパレオゾ

ームをもっている。

縞状片麻岩や片状ホルンヘルスの一部では，斜長石斑状変品が発達しご，縞状構造はう

すれるが，方向性の強い粗粒ミグマタイト質片麻岩になるつ斜長石斑状変品の形成は西側

に特徴的な現象である。

黒雲母(董青石)ミグマタイトは，おもにアグマタイト質ないしはネビュライト質のも

のである。そのなかに含まれているパレオゾームの種類は，片状ホルンヘルス，縞状片麻
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そして蚊後に化協i有質ミクf ケマ 7 イト質J1 ·r#¥~·，その他行JWli'; ， UUU 、れがある

マタイトが耳~~fえされる

,I

ム
1

1
2
1

以上の系タIJは ， 変'lY;併 東 側の時党ドf)な 傾 向であるが，それぞれの機応単7cによって，_1(,.

この系列をぷにすると次のようになる

ミ\
\ふ:

少の;l~J宅ーはある

う i I

(
外

1
1
1
1
1

守
内

タ 1
γ ーベナイト

黒手占七、、

自寺 r"1-一一ー・

取引 I] のミグマタイト化 fr JlJ系列(メタテキシス，y， 91 J)

河伊 1]0)系列は， j、 l片付 HI 状変 dl! 日)形成と」 iJt 尽;VU:-O) ， ゲソタイト(ヒf1 JH という点、でわ徴

1'1')-である。これはメ担アチステーシスフ系列といえる c

a;~; HH ー←ー+

尚(I\~のミグ J タイト化作用系刈

(メタプラステーシス系列)

塩基性岩との関係

縞状片麻符小には，制数 10 むm から数 m にわたる角!日 j行がところどころにみられる n

この角間;台は， Jj 理に波 hに，数 m から数 10m のrH~ 点点と統くものであるハこれはホノレ

ンへんス III にはみられない c 純状片麻 Yi 併に，その形成 IFI に近人したずギ右手 17 質店休である
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と考えられる。忠実付(韮古:行)ミクマタイトのなかでは，これが JI 府、山などとともにパ

レオゾームとしてとりこまれている。そこで県~~ほ化作用をうけているの

北部札内川上流では，角間石斑れい岩の岩体が岩床の形態を保ちながら，その末端や周

縁部では，アグマタイト状にミクマタイト化しているわこれは，県:吉川ミクマタイト形成

II'の Iri]1時法人右である

さらに，花1i\)1 古賀ミク、マタイト IIIには， ff'JI~{J引のノ;レオゾームと IliJII'] に. f!Jlj~J ィ inEれい

岩も含まれている。花尚岩質ミグマタイトが借状に長く分布する地域に限って，このβEれ

い岩質パレオゾームが，その延長方向にそって分布している。これは花崩岩質ミグマタイ

トの先駆活動をしめすものであろう p

ホル〉ヘルス

場
所
(
外

I
l
l
-
-
i

内

伽
ト
\

川
\
…
…
一

日
ぺ

m

\
ぷ

{ハし 4 ノー i 、)

判長イ-I斑状変dl1県支Mil'附;店 II' ~こ jlf:〆人した輝総店質角 WJ店は. IN，!，:部では，たんに， LkJ ，'L

I，}化作用をうけたにとどまるが，その北 }j 延長では，とも』こミクマタイト化 L て児主 I:]: (fj

1}~j1-i 片麻岩として，ひとつの情状岩外ーをつくっている p

以上のように， ミグマタイト化作用の各段階ごとに，駐基性岩の活動があったというこ

とができるのミグマタイト化作用は，塩基性岩の活動ときりはなして考えることはできな

し、。

輝総岩や此れいおの小店休とミグマタイト化 ('FJH との関係は，つねに十 !I f'!そっている r し

かもその法人は調和的であるわところが，変成什?の北部や IN 却には，大きな不調不 11+ 日本が

あるのこれとても， ミグマタイトの運動と無関係ではありえないわ l幌山岳 HI れいね休は，

いわゆるJj'麻状化尚岩と忠実 I:Jミグマタイトの構造的な谷間を開めて形成され. II時満 HI れ

い岩体はドーム群の境界や不連続'市に道人している n

このように， ミグ、マタイト化作用とミクマタイトの運動は，塩基性討の活動と関係づけ
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ることなしには， Iti~IUJ できないことは|リj らかである(

ホルンヘルスから JI 状ホルンヘルスをへて，縞状JI-I布行(科長石胡状変品 n-麻店)まで

I:外をたど~)た変成度は，これを転機と L て {it ドしはじめ，狭義のミケマタイト UEI出，1i';.)

{仁がはじまるのであるハ L か L ， 戸;の;ケマ引イト化作!日は，変成度が此I"ミiに i主しつつあ

るとラ，すでに悟 1'1 円品の形成あるいは変成分化j!1:片!という Mで，すでにj並行-L ていたと

いうことは， lUI しなければならないr ~、し、かえれば， ミクマタイト化j!r:肘の初期段附で

優九百納の形成あるいは科長イ iHE状変品の成長によって，変成度がさらに高められるので

ある n ミグマタイト化fr用なしには rn-麻!討」はありえないし r J\-麻岩」なしには造山'計

fir岐部の変成(1:用はありえない r ) 十呼1;17 という l奇いエネルギー状態をへて後， I.ム.域の i ク

マタイト化nomが行なわれ， {E!，\jJ !f fへの進化という}j l(t) が定められるのである n

斜長石斑状変晶の問題:

ミクマタイト化作用は，優j'j'tl部(花i品行質部)の形成という起j変成作用である p これ

は，催(l'l'f l!)長の形成(ベナイト形成)と科長行や {-i英の胤状変tiflの形成と成長，すなわち

1 タテキシスとメタプラステーシスという二つの系列jにわけられる作

判長イi朗状変fili の形成にかんしては，Jf}橋ヨ男によってはやくから指摘されている n

1951 年，彼は，科長石斑状変品の増加によって花崩宕賢官石ができることをのべ，さらに

科長行政!状変品黒雲I}.) I 麻岩のそれについては， Ifl"麻岩的，黒雲m片岩的なものを維持保

存しようとする要案と，それを改変しようとする結品の n 山成長が， n"麻岩の維持的要素

のために抑制的に実現せられたものとみなされるであろう p つまり，相対抗する二つの要

素の統ーとして現象する。…… J (1951 , P.11~12) とのべている〔これは， Ji"r 哩形成の

ための偏圧あるいは勇断 }J が，判長イ iの成長を妨げる働きをしていることを強調したもの

である〔しかし，その後[……科長イ iが多民にた引に発注しているまた，舟状変 lili の多い

糾などがあると，その部分にのみ，まわりよりいちぢるしい JI 珂がみられ，その怖の延長

i11\ でHI 状変 ilJl が〆トさくなるにつれ，その )1 理も剥くなる J (1956, P.548) という官吏も i沼

めている η このことは，弟断 )J が科長イ iの成長をほける働きをもっていることをのべたも

のであるハこのように， 斗4干J百していると思われる現象は，どういうことなのであろう

かハ件 J~{iHI 状変 11111 のメ 1:- 成にたい L て，弥断~l'. ;)J は， I: 負の HI ばする影響をう二えていること

になるのである(

主ず， ~;f 1 とイ i'TJ* 川
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系列がある n それによると，変成鉱物を 8 段階にわけ，曹長石は 4 書日，科長1-iは 7~子日

に位置しているの曹長石が 4番目におかれているのは実際より高すぎるといわれている。

これはむしろ，結品構造に支配されているとみなければならないn 結晶力は，ネソ珪酸塩ー

イノ 1+酸耳目i フイロn酸抱一テクト1l酸塩のII闘に弱くなるとみるべきである η 格子の宿度

の大きいものほど， I甘いエネルギーに対応できるということである η したがって，網状構

造のテクト庄酸出は， もっとも弱し、結品)Jをもっということになる。では，何がこの品目I

力の弱い斜長石の斑状変品を成長させるのであろうか。結品成長力は，たんに結品力系列

でしめされるようなものではなしより複雑な条件に支配される。ランベルグ (1952) はつ

ぎのよろなものをあげている。

1 結品力

2 過飽和度

3 斑状変品成分の濃集および可動性

4 斑状変品核の活性化エネルギー

5 周開の鉱物と斑状変品の大きさが逃散傾向におよぼす影響

6 まわりにある鉱物の粘性

つまり，結Sil r1休の成長力だけでなく，その環境の物理的化学的性栴に強く影響をうけ

るのであるわ結晶の成長は，温度と過飽和度だけでなく，孔隙溶液の性質による。加えて，

まわりの媒体の機械的性質によるのである。「結品成長において反応速度は表面エネルギ

ー(イオンのノζ ッキングに比例する)と同様に重要である J (Turner&Verhoogen1951,

P.512) つまりこの場合，結品構造のエネルギー的、F-衡よりも化学的環境と反応速度が最

要な要内となるのである n これが， ~n .t< 11 出状変 till を形成する)去本(J''.iな機構となるもので

あろう(このとき，却断) )は， 1' L隙溶液の運慨を促進させ，過飽和度を I"~五め，さらに反応

j七度を tT1. めるという役古 IJ をも-)ているハ

制圧のfIこ片 j は， さらに，品川 J1 松形成のときから t主要な役訓を IIi めている nl1f* ん凶作用に

は，変形を V- えることによってそれを容易にさせることは，金属学ではよく矢 \1 られているつ

ある金属に変形をら二えると，機械的なすべり， jl;: ，あるいは双 iil1 ができる，それと同時にれ Ii

I\lll)~ 部に超顕微鏡的な構造の変化が起る n つまり，恥;f>! Jこよる格 r欠 11 (f 1が II: ，ずる(これに

邦エネルギーをう二えると，ド J)f反および rffM~i ，が行なわれるわ変形のエネルギーは格子の j15

の巾に HT えられるから，変形が強ければ強 L 、はど， ケえる州は少なくて(}ヰ品 ij151 温度が {1\

くて)すむはずである(ふつう，この Ilf 示品 ill の絶対 tint 度は絶対副!点のし I からねである(
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I'川i呼L陥市品判『J川I

1わ) 核は変形度の高いところに形成される η

2) 単位向問に子 e#:. する核の数は歪の J骨加とともに急激に増加する η

3) い~)ぱんに，変形された Ii·式ギ?と新 L く定/十'. Lt 二 IfHii ， III ， r，'i.との問には，判定の jjfi r:

関係があるハ

などであるれこうして核がた刊:ーすると析しい引 itill は安定だから， I持はお till! との "It エネル

ギー差のため粒界を移動して l柿品 il を完成させるハ品 liIT/ ， f" i.の成長は，変形の歪エネルギー

を大部分解放した後も，粒界エネルギーを減少させるために，さらに続くのである。この

ように歪を与えることによって再結品温度を低下させ，再結品を促進させることができ，

さらにその表面張力によって，結品成長をもたらすことになるのである η

この一 l再}ヰ3首陥吋品品針 lJ品I

悔悔-雑であるハ ごく少昌量:で、さえ d強強声虫、い!影 f形5害鍔F を 1) ち， (丙j可4首品結占 t訂品i日弘lhl や車私討 lfんi

る 4もJ のとの，異なった効果があるハ

以上のような観点から判長行政 Ei 大変!日 Iの牛 }l支の問題を眺めると， nｷJillの強い場合に，こ

れが特徴的にできているという事実とよく合致するハしかも，科長石はその 3 次元の網状

構造のため，十九子の，j'f.容度が大きく不純物は成長の l埠官にはならないわ容易にこれを組み

入れて成長することができる(このことは，鏡下でよくみられるハしたがって，科長石は

他の結品より，大きく成長する可能性をもっているハ

~t}1 iは金属にくらべて，多イ L質でが nf えーや力、スが nftl に通過することができるのしたがっ

て反応が叶:じやすいハまた lt 酸出のあ iidli 構造 n 休も， J也質学的環境の下では， レオロジカ

ノしな変形をうけやすい F こういう点からも， ''/行 J イ行 i は!丙』呼 i抗t品村lJ川i

とカが:礼 L 、える F

10), I:のように. IMIl:(的附 r }))は. Ilf 品Villi 恨の If~IJ x;， .(If 市iilll ， fl 肘，品川 Ilh X; kに主要な役

'， i;l] をはたし， さ I') にイ L~ 京i千i i{« ーの j室町. }x) i:.:)七度rJ)促進という 2 If!:・ 3 I f!:~) 0) 伶消をふ 'j て

いることを強調しなければならない(

~;、 l 長イ i闘状変， III}I 麻れが，わもに変 IJ文， J詐の It 可{llJ jに分イ Ii L , したがって変成'l貯が衝 Lする

川村守枚目にある(このことと，判長イ iUE状変jill形成とを 'f(掠がiひ、つけるのは危険であ

るハ fildl l:が II片品ill を円ぎわ二 L ，品川l ， hX;}去をfJL;ffi させることは /-.jiliのj泊りである r I~ か t/ •

1中I 卜.運動 n 休は，キi; i\!,fJX; J之を妨げる律問rJ)連動である
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IV ミグマタイトの構造

造， II;: 許の構造は，いっぱんに上部構造と深部構造ーにわけられるハミグマタイトは，深部

構造の II' 心部を構成するものであるハこのような i グマタイトの引間 (r- J店、義とともに，

グマタイトのけ煩が，おもに構 j在l切な引徴にJ: ')てなされているという点は}主要であるハ

II 尚変 )1x3W の i クマタイト煩をベナイト，ポリべナイト，アクマタイトというような分矧

の規慨を用いた勺そして，そのそれぞれが村ー有の構 jE 運動の卜に， M成されていることが

予想されるめここでは， ミグマタイト形成の変形史を編むことと同 111: に，現在もっとも特

徴的にあらわれている中核部の，黒雲母(革育行)ミグマタイトの運動様式を明らかにす

ることに司王点を置きたい e

II高変 )1)(;; 貯のミグマタイト煩は，大きくみて， 三つの構造十 Ii にわけられるハ(1)札内川

}二流地域， (2)Hf 端部地域 (3) 神威 FiT およが美生 ill 地域で、ある戸これらの構造相は，それ

ぞれけ有の十五点をもち， ミクマタイト )C 民の過料をしめすものと L て，とらえることがで

きるハ

(1) 札内川上流地域

この地域は， I幌尻岳法人有体の市側にあたる札内川上流からヤオロマップ岳付近で，黒

雲母ミグマタイトが幅制く消えるあたりまでの地域を合む n 西側に塩基性宕変成宕，東側

に酸性変成岩，中軸部をミグマタイト類で占めるハ吊つ l犬配列のいちじるしい J也市であるれ

この地域の特徴は，中軸部の黒雲 IB:ミグマタイトが，カムイエクウチカウシ山を中心にし

た南北に傾斜をもっアーチ構造をしめすことである r それは，線構造だけで表わされてい

るの片理面は，片状ホルンヘルス， )1-[ 応計・ミクマタイトを合めて変成帯の一般主向に共

通であるの (N 30a W, 60
C

EN) その片」型的1 1:1ごみられる黒雲ほの定方位配列や微摺lUI の }j

|ムj，すなわち線構jむを広くまとめてみると，その背!J;:f r同lは，カムイエクウチカウシIII を II'

心にして NE-SW の線上にあり，それより北は北部ち， IHは|旬落ちのアーチ構造となっ

ているハこの線構造は， Ii可制IJ は i 1 状ホルンヘルスやJI・!麻布，東側は恥jた'11:変成rJ矧の線構

造(角l冴fiの配列)をも合んでいる(これは ， rf-~制1却の黒雲Ff]: ミクマタイトの上昇 運動

が，それら周問の岩，( 1にも影響を与えているためであると考えられるハ

斜交片理: その影響は線構造としてあらわれるだけでなく，東側の渦状 ii 麻 It'日本には，

ポリベナイトの析しい i l"flH形IJX; を~) ~)たらしているハこの対，':j:lJ::i;-)科目の i;W (31) を切る

外交Jl -PH (S:!) は，た/しに恒1'-1梢』ご仁ってうくられるもので， ,1,1
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のではないr このことは， S2 を， )くる止、りが， ，'，f，UJ :Jを，tv.べ変えるほど姐1~ 、ものではなか

ったことをしめしている p この料交Jl JlHは，いろいろなん-向をしめし.それにfIとって縞状

JI')本計の IT 埋も変ってくる F これをまとめると，抗 31>;<!のようになるハこれは， )l-理!の|叶

転をしめすものである r この I ，月\I I 付!，r;か1')， ，\1υ~/主 f クマタイトのアーチ J)運動は|判から

北へI('J ~、た 1) のであることがわかる IliJII~: に， ，1 ，1，\')江主 i ケマタイト γ 一千|人i 却には， II: 、 |λ

(PHHtung) の松怯がみられる， これは， WillI:の強し、状態であ .，1こことをしめすものであ

るハ

.，---、

N

C

話53 図 ボリベナイトの片理 (Sz) の川転

第 4 図小 l判ilf1 にふられる)ト>1ぺ JJI，象

小断層: ミアマタイトイ↑?の内外に，数

em から 10 数 em の移動をしめす 2 }j向 1 制 l

の小断層が数多くみられる c このすべりの )j

I('J からみると，相IJ)±による任、|λj，t:))のあらわ

れである(抗 41スD この 1見匁は， H 状ホルン

ヘルス，;17，ときには，ホルンヘルスイ11・にまで

みることができる。

この地域全体を通じてみると， ，1 ，lt2~1手;ク

マタイトアーチは，東If耳布 '('J の相IJ)~ピを fドし、な

がら， ~tJ: }j f こ L外してし、る rill核部( Ifl. J切)

では明性変形0)叫ぶが強く，外立I; (後期)で

は持附i変If;であり， X、|うと) I'JIHはその 'l'lln引の

変形とみることができる r

N40-'50W

亡ゴ〉

N30-40E

〈コ

組織の特徴: !!、u:~n の (001) の投影したムのをみると，ふつう)，状ホノ L ンヘルスや梢

状}i' 麻宕は， C に極大偵をもっ S テクトナイトか，または， C に悩大伯をもち (ae) 情f! j

をつくる Bーテクトナイトである L か L ， I付 {HI] の)，麻れ・ i) ，';'ぷ IJ ミクマタイト· fEI 品目
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長ミクマタイトでは， 52, ~3 の形成がみられ， bU見的な I-E 半現象の徴視的なあらわれとみ

ることができる。{i英の変形様式は複雑である。全店μ種を通じてみると，いくつかの，JH­

/¥

円の組合せであるの (B B' テクトナイト)交叉帯円は庄平変形(二群性変形)の典型的な

型式であるつ

札|付川 l :inc地域にみられる γ ーチ構造は， Li 視的にも微視的にも IE 、F変形という構造 lS

1生をもち，アーチーの運動によるJl o J主rtl lJ仲U~をしめしている

(2) 南端部地域

日高変成市南端部の楽 ~11 ・岳より出に拡がる地域である c ここには，二つのミクマタイト

ドームと一つの背斜構造を合み，塩基性岩類のフごルトンがその問に存在する。ミクマタイ

トドームは，北東側に官調摩ドーム，南西側に豊似岳ドーム，その北側に楽古岳を中心と

する背斜構造である。そのドームの間に， )J会状ホルンフヘルス， )4 麻岩類がはさまり， 1XE

れし、岩額がj正人している。

音調津ドーム:

この地j或の北東部に， I何点に Itt] って火の玉様の形態をしたトームである c 線構造はすべ

て市東落し 15°~60) で， ドームの II' リミ +'1\ゆるくなっている r b一線構造である。したがっ

て， ~~r I調体ドームの運動は， ~tl引から市東 I: )jに I(づっているわ

このドームを構成する革 Inn ミクマタイト 111 には， n 麻右目パレオゾームやイ i英ゾール

が 4多量にみられる h これらは，すべて S 千状に変形しているのこれは塑性変形による外部

i口|転をしめすものであるこの 5'[:形によ，)て，相対的運動 )fj(t] (部分運動)をきめ，地

凶いこプロットすると， Ill央ほど IH東 hi何に運動量が大きいことがわかるっし火、かえれは、，

これらの S 字状変形は，韮古イJ ミクマタイトの1::舛とドーム壁の抵抗による 1 種の渦流現

象とみなされるものである。このような，中央部と周縁部の運動量のちがし、が，特殊な勇

断節理としてあらわれている。このような現象と線構造を組合わせると，このドームの運

動は，南東方に向って，北西部では 30° 位上向きに，南東部のドームの中心では 60" から

75° 位上向きに動いている。このドームは中心部で，幅 2.5km 北西に伸びて細くなり，約

10km でなくなる火の玉状のドームである。このドームの底はどうなっているのであろう

か? 黒玄ほ (001) と科長行 (010) の組織分析にみられる亜極大値を問題にしなければな

らない。主極大値は主片埋 (51) をしめしこの亜極値は野外で-はみることのできない亜

片理 (5のの存在を意味するものであるの(第 5 図)これは， ドームの延長軸を横断し 5°

~50° の傾斜で北西に傾く亜片理(すべり面)である。すなわち， ドームの中心部が北西
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アブリックダイアグラム

には，それほど深くなし、ところに底

があると考えなければ，この勇断面

の形成は考えられないのであるう

豊似岳ドーム:

豊似岳ドームでは，線構造によっ

て二つの異なった時相にわけること α

ができるつ →つは， ドーム南外側の 第 5 図 主片理 (51) と亜片理 (51') ，黒雲母のフ

構造であるつその線構造の方向は

NW-SE，あるいは NS のものが多い。他は， ドーム自体であって，その線構造は NWW

ないし EW となっているのこれらは衝上断層で境されているつこの線構造のちがし、は，と

もに b一線構造であるため，運動の時相のずれによる運動方向の差とみることができる。

部より上向きに動いて上層が収縮

し，下底がびきのばされた状態をし

めす勇断面であるつこの現象は，線

構造の落しが，北両部で 60° , ドー

ム中心で 15° いう事実とよく一致す

る。したがって，この音調津ドーム

この片状ホルンヘルス借には，片状ホルンヘルス，縞状片麻岩，革青石ミグマタイトの一

連の形成がみられる η それがドーム地域の董青石ミグマタイトの上昇によって，前者との

不調和関係をつくりだしたのであるつこの地域では，音調津ドームにみられるようなドー

ム運動が，外側の片状ホルンヘルス地域にまで影響を与えるという，変形様式を見出すこ

とができないっ

組織の特徴:

黒雲母，白雲母は，すべて C に極大値をもっ Sーテクトナイトである。その集中度は，

縞状片麻岩でもっとも強く，革青石ミグマタイトでは， しだいに帯円をつくる Bーテクト

ナイトに移りかわる。石英の軸分布は，すべて (ae) 帯円をつくり，その極大値は ， fl 状

ホルンフヱルスや縞状片麻岩では，片理面を対称面とする極大値の分布をしめすが，革古

石ミグマタイトでは， b を中心とする点対称をしめすにすぎない。これは， ドーム形成に

伴い，構造軸 b のまわりの外部回転をしめすものである。片麻岩などでは，片理面に規制

されて石英粒内の内部回転にとどまるのみであるが，董青:石ミグマタイトではより塑性的
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な上昇運動に伴う外部回転によって対称が分化していくのである c

(3) 神威岳および美生川地域

神威岳地域: この地域は，札内川上流地域と南端部地域の接続地域にあたる c この地

域の特徴はヌピナイ花崩岩の線構造は南落して，まわりの縞状片麻宕やミクマタイトと一

致する。したがって b一線構造である。もし， a一線構造，すなわち道人の流動方向である

とすれば，その線構造は新しく壁岩に印象されるはずである c この花崩岩休は中軸部から

東にずれた片状ホルンヘルス帯に位置を占め，まわりの片状ホルンヘルスや片麻岩に対し

て調和的である。しかも岩体の西半は花崩岩質ミグマタイトであり東半の花尚岩に漸移し

ている。しかも，花尚岩質ミグマタイト部分は，変成帯の一般傾向に均しい東落しの傾斜

をもつのにたいして，花尚岩質部は西落しの傾斜をしめしていると 漏斗状に上部に聞いた

岩体の，中軸部からはみだした部分が，花崩岩的性格を強くしめしている。もっとも外側

では，片状ホノレンヘルスにたいして，道入関係が明らかであるつ

組織配列は，石英では Cae) 帯円ではなく，交叉帯円に傾向をしめしている。これは，

変成帯全域にわたり花尚岩質ミグマタイトの特徴である c

美生川地域: 美生川地域のいわゆる片麻状花尚岩も，ヌピナイ花崩岩とまったく同様

な性格をしめしているぞこの岩体も，中軸からやや東にはずれた片状ホルンヘルス帯にか

けて分布し，西半部は縞状片麻岩を伴ったミグマタイトであり，東半は花崩岩質である。

線構造は南落しで，片理は西側では東落し，東側では西落しとなっている。

この二つの花崩岩は，中軸部で形成されたミグマタイトからやや浅い相，深部構造と上

部構造の漸移帯に近入したいわゆるパリンゲン花崩岩(下部の物質が融けてできた花崩

岩)の性格をその岩体のなかにしめしめいる。

V ミグマタイトから花崩岩へ

日高変成帯の運動は，まず母岩の日高累層群の摺曲にはじまる。 この摺曲は NE-SW

方向の軸をもって北海道中部東部に広く認められるc この後，これとは不調和に南北性の

日高変成帯の運動がひきつづく。この性格は，片状ホルンヘルスや片4麻岩の変形様式にみ

られる勇断運動で‘ある。早期の塩基性岩シートの遊入もこの時期のものである e この勇ー断

運動の後期に，ベナイトの形成にひきつづいて黒雲母(董青石)ミグマタイト(アグマタ

イト，ネピコライト)が形成される。

つぎに，横庄の強い部分では，札内川上流にみられるようなアーチ構造，その弱い南端
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部ではドーム構造がつくられる。この時期には，変成帯全域にわたった勇断作用は弱まり，

構造はいくつかに中心をもっ単元(相)に分化しているうこれと関連して，塩基性不調和

岩体が透入している。

花崩岩質ミグマタイトは，大きな岩体として分布することはないが，黒雲母(革青石)

ミグマタイトの交代相，あるいはアーチやドーム構造の問辺や境界に，塩基性岩を前駆活

動としてミグマタイトや片麻岩を交代し道入しているつそして美生川花崩岩やヌピナイ花

崩岩の萌芽としての意味をもっている η 変成帯の中軸部では交代的要素の強いミグマタイ

ト質であるものが，漸移帯，そして上部構造へとその占める位置が上昇するにつれて花崩

岩的性格を強くしている。

このように，日高変成帯のミグマタイトは，その時間的経過とともに運動の性格を変え，

空間的な配置を変えて花局岩フ。ルトンへと発展しているつ(第 6 図)
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